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そ
ろ
そ
ろ
、
今
年
(
一
九

一
七
O
年
〉
の
や
そ
の
他
の
報

一

…
告
、
仮
連
絡
が
終
り
に
返
す
…

い
て
来
た
の
で
、
整
理
の
つ

い
た
順
に
ど
紹
介
し
て
い
こ

…
う
と

思
う
。
皆
夫
々
に
い
い

…
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
登
っ
て

…

い
る
。
(
吉

沢
〉

A

中
部
H
-
K

一
、
秋
田
E
K
登
山
隊

隊
員

平
沢
健
治
ハ
隊
長
、
認
可
荘
司
昭
夫

〈
副
隊
長、
犯
)、
自
国山
正
昭
(
幻
〉
、
藤

原
優
太
郎
(
お
〉
、
大
里
祐
一
(
医
療
、
斜
〉
、

金
田
正
樹
(
岩
手
医
大、

u
y

往
路
経
由
地

羽
田

、

香
港
、
パ
ン
コ

ッ

夕
、
カ
ル
カ
ッ
夕
、
カ

ト

マ
ン
ズ
、
Jア
リ

l

、
カ
l

プ
ル
。
カ
1

.

フ

ル
、

ジ
ャ
ラ
ラ

パ
1

ド
、
チ
ャ
ガ
サ
ラ
イ
、
モ
ノ
ガ
イ

、

カ
シ
ダ
ィ
、
ゥ
ェ
ラ
ン
峠
(四
七
O
O
m
〉、

イ
シ
ュ
ト
ヵ
、
シ
ャ
イ
パ
リ
。

活
動
区
域

マ
ラ
ウ
谷
(
ロ
R
E
F
-
F
i
y向Z
E

-
m
d司
〉
の
源
頭
。
こ
れ
は
フ
レ
イ

の
地
図

の
ト
グ
ウ
谷
〈
吋
O
開
『
唱
)
。
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ン
ズ
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登
響
活
動

B
C
(
四
五
O
O
)、
A
C

(五

O
五
O
Y

マ
ラ

ウ

峰
(
五
七
五
O
〉|
|

初
登
、
7

・

m
、
平
沢
、
荘
司
、
畠
山
。

パ
ル
フ
峰
(
五
八
七
O
|
|
プ
レ
イ
の
五

七
九
七
〉|
|

初
登
、
8
・
1

、
畠
山
、

藤
原
、
金
因
。

カ
ズ
ン

臨
時
(
五
七
九O
|
|

フ
レ
イ
の
五

七
五
一
ー
ー
初
登
、
8
・
3
、

荘
司
、

藤

原
。

シ
ャ
ク
・

イ
・

カ
プ
ド

(
六
一
九
O
)
、
8

・
3

、
南
西
稜
五
六
O
O
の
コ
ル
よ
り
引

返
す
、
平
沢
、
畠
山
。

ツ
l

ル
・
ロ

ン
ド

ン

(
五
七
五
二
〉
||
8

・
5

、
北
面
を
五
六
O
O
ま
で
つ
め
て
退

却
、
荘
司

、

畠
山
。

8

・
6

、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
隊
が
マ
ラ
ウ

谷
へ
入
っ
て
き
た
。

帰
路
経
由
地

シ
ャ

イ
パ
リ
、
ケ
ロ
ン
、
ラ

ピ
ス
鉱
山

、

ジ
ュ
ル
ム

、

フ
ァ
イ

ザ
パ
I

ド
、

グ
ン
ズ
1
・

ス
、
カ
l

プ
ル
ハ
パ
ミ
ア

ン
、

パ
ン
デ
ィ

ア
ミ
1

ル
見
物
〉
、
タ
シ

ケ
ン
ト
、
ハ
パ
ロ
フ
ス
夕
、
ナ
ホ
ト
カ
、

横
浜
、
秋
田
。

....10 

・ 11

〔参
考
〕
一
ぃ
、
登
挙
用
具
の
殆
ん
ど
全
部
を
譲
り

う

け

平
沢
隊
長
か
ら
吉
沢
宛
の
手
紙
の
中
に、

一
た
た
め
、
前
記
の
よ
う
な
登
敏
活
動
が
出
来

ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
隊
の
隊
長
、
R

・

ア
一
フ
ン
一
た
の
で
あ
る
。
秋
田
隊
は
わ
れ
わ
れ
の
た
め

・
ノ

l

ス
博
士
か
ら
の
仮
報
告
書
と
礼
状
の
一
に
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
よ
い
こ
と
を
し
て
く
れ

写
し
が
入
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
彼
ら
一
た
と
思
う
。
以
上
で
マ
ラ
ウ
谷
の
未
登
降
は

の
初
登
し
た
の
は

、
五
七
五
二
峰
(
秋
田
一
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

隊
の
ツ
l

ル
・
ロ
ン
ド
ン
〉
、
五
六

二
O

(
ア
マ
・
ダ
ブ
ラ
ム
マ
五
四

二
O
、
五
七
O
O
(
マ
ッ
タ
l

ホ
ル

ン
、
五
六
三
七
(
双
峰
)
、
五
五
五

五
、
五
回
入
O
(
双
峰
、
長
い
山
稜

縦
走
)
、
五三
一
六
の
入
峰
。

再
登
し
た
の
が
シ
ャ
グ
・

イ
・
ヵ

プ
ド
〈
六
一
九
O
〉
、
南
面
タ
ー
ル

ワ
l

ル
に
よ
る
新
ル
l

ト
、
五
五
九

O
の
二
峰
。
計
一
O
峰
。

こ
の
あ
と
南
隣
り
の
ジ
ュ
l

メ
l

谷

口
o
c
s
o
r〉
の
源
頭
に
入
り
、

隈
な
く
こ
れ
を
探
っ
た
が
、
コ

l


イ

・

モ
ン
デ
ィ
の
北
壁
ご
二
O
O

m
)
が
素
晴
し
い
と

い
う
。

尚
こ
の
隊
は
シ
ャ
イ
パ
リ
に
つ
く

以
前
の
七
月
二
四
日
に
、
重
要
登
山

用
具
を
担
が
せ
た
馬
を
急
流
に
さ
ら

わ
れ
、
ガ
ッ
タ
リ
し
た
ま
ま
マ
ラ
ウ

谷
へ
入
っ
て
来
た
(
フ
レ
イ
に
教
わ

っ

て
き
た
ら
し
い
)
が
、
幸
い
に
も

登
山
活
動
を
終
え
た
秋
田
隊
に
遇

:1 ~ 
11 
ピ
J、

ク
地
点

① 
マ
ラ
ウ
峰
。

② 
J、

Jレ

フ
( 

雪
>

峰

明 工 、Jf

町秋
安田
歓隊
風と
策ス

;タ
ラ -<;.'

隊

-739 ー ( 1 ) 

。
世
界
登
山
家
名
鑑

。

+
失
国
は
チ
ェ
シ
ャl
に
住
む
G

・
ブ
リ
ッ

ジ
と
い
う
人
か
ら
消
印
一
O
月
二
八
日
(
日

本
人
で
も
こ
の
頃
日
付
の
な
い
手
紙
を
く
れ

る
人
が
よ
く
あ
る
、
記
録
を
す
る
の
に
困
る

か
ら
要
注
意
〉
の
手
紙
が
来
た
。

世
界
登
山
家
名
鑑
〈
一
七
五
O
l

一
九
七

O
)
と
い
う
の
を
出
す
こ
と
に
な

っ

た
。

世

界
的
に
不
公
平
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
し
、

そ
の
た
め
に
五
O
人
ぐ
ら
い
の
ス

ペ
ー

ス
が

あ
る
の
で
お
選
び
頂
け
な
い
か
、
と
い
う
内

容
で
あ
っ
た
。

二
O
人
位
は
ス
ラ
ス
ラ
と
選
ベ
て
も
あ
と

が
大
変
だ
。
女
性
も
い
い
が
洩
ら
す
と
あ
と

が
こ
わ
い
。
手
に
負
え
な

い
の
で
T

氏
と
Y

氏
に
も
選
ん
で
も
ら
い
平
均
点
を
と
っ
て
責

任
を
ぼ
や
か
し
て
し
ま
う
こ
と
を
考
え
た
。

そ
れ
に
し
て
も
随
分
大
変
な
こ
と
を
考
え

出
し
た
人
が
い
る
も
の
だ
。
し
か
し
わ
れ
わ

れ
の
よ
う
な
グ
ロ

ニ
ダ
ラ
ー

に
は
大
い
に
参

考
に
な
る
も
の
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

愉
し
み
に
待
っ
て
い
よ
う
。
(
吉

沢
)
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活
動
区
域
ピ
ナ
ウ
ィ
谷
のA

一

谷
、

B

谷
、
本
谷
。

一

登
筆
活
動

B
C
(三
五
O
O
)

屯

A
谷
A
B
C

〈
四
三
O
O
〉、
~
刊

B

谷
A
B
C
(
四
O
八
O
Y

F
一

・
奥
の
五
七
五
三
峰

(
試
登
〉、

二

松
下
、
中
西
、
天
候
悪
化
で
一一

五
六
O
O
か
ら
下
降
。
一

・
手
前
の
五
七
五
三
峰
(
試
登
)
、
木
内
、
一

一

辻
井
、
松
島
、
同
様
に
し
て
五
二
O
O
か
一

ら
下
降
。

一

・
手
前
の
五
七
五
三
蜂
(
初
登
)
、
7
-
u
、
一
γ
f

木
内
、
中
西
、
辻
井
、
松
島
。

・
五
六
三
五
峰

(
試
暑
さ
、
松
下
、
中
西
、
辻

井
、
時
間
切
れ
で
五
三
O
O
よ
り
下
降
。

・
五九
O
O
峰
(
試
登
)
、
木
内
、
松
島
、

し
降
雪
の
た
め
四
九

O
O
よ
り
下
降

臨
・
五
八
O
O
峰

(
初
登、

松
下
、
辻

圃

井
)
、
五
九O
O
峰
(
初
登
、
木

園
内

、
、
中
西
、
松
島
)、

両
峰
と
も

-

F
9
u

。

-

F

i

η
L
 

'
・
右
俣
偵
療
(
松
下
、
中
西
〉
。

置

B
C

撤
収
、
7

・

m
u。

帰
路
経
由
地

ジ
ュ
ル
ム
、
ア
ズ
ラ

テ
ス
サ
イ
ド
、
フ
ァ
イ

肌
ザ
パ

1

ド
、
ヵ
1

プ
ル
、

捌
仏
ガ
ズ
-
て
・
へ
シ
ャ

ワ
ー

5

t

 
M
M

ル
、
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
、

川
仰
イ
ス
ラ
マ
パ
l
ド
、

.へ

叩
ト
シ
ャ
ワ
ー
ル
、
ヵ

l
ブ

J
K

ル
、
F
シ
ケ
ン
ト
、
ハ

阪
・
~
パ
ロ
フ
ス
夕
、
ナ
ホ
ト

隊
・
り
、

k
E

学
C
;
:
E
h

大
)
〔
参

考
〕
木
内
隊
長
か
ら

島

m

広
M

の
私
信
に
よ
る
と
、
五
九

虹
仰
0
0
、
五
入
O
O
の
高
度

北
一
は
定
か
な
ら
ず
。
ラ
ス
ト

切
行
ダ
ラ
ー
か
ら
五
四
=
一
へ

か
・
的
は
地
図
で
は
稜
線
が
切
れ

続
ト

m

ン
完

ω

て
い
る
が
、
実
際
に
は
氷

山
寸
日
河
を
形
成
し
、
稜
線
は
続

ヤ

B
D

い
て
い
る

、

と
の
こ
と
で

あ
る
。
(

吉
沢
)

A
・
中
部

H
-
K

二
、
滋
賀
県
山
岳
連
盟

大
津
山
岳
会

DARRAHｭ

PINAWI 

隊
員
木
内

義
忠
(
隊

長
、
幻
〉
、
松
下
征文

(
お
〉
、
中
西
俊
三

盆
)
、
辻
井
良
夫

(
幻
)
、
松
島
謙
二

(
幻
〉
、
佐
藤
道
明
〈
医
療
〉
。

往
路
経
由
地

大
阪
、
シ
ベ
リ
ア
、
F

シ
ケ

ン
ト
、
カ

l

プ
ル
、
ダ
シ
テ
リ
ワ
I

ト
、

ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
、
ピ
ナ
ウ
ィ
谷
。

-740 ー

五
五七
二五

CAO三
五ラO焼
九ス地7
0 ト点タ
0>' よッ
崎ラりク

l 見途
た上

DB 
五五
七九
-0 
六O
飾峰

( 2 ) 



A
V
A・
中
部
H
-
K
A
V

三
、
蒲
郡
山
の
会

隊
員
中

瀬
司
(
隊
長
、
お
〉
、
石
川紘

一
(
副
隊
長
、
お
〉、

長
坂
優
(
幻
〉、

鈴
木
重
太
郎
〈
辺
〉、

三
輪
茂
晴
(
幻
)
、

久
崎
真
行
(
医
師

、

お
〉
。

往
路
経
由
地

羽
田

、

ヵ
l

プ
ル
、
ダ

シ
ュ
テ
リ
ワ
ト

、
ア
ジ
ジ
ュ
マ
ン
峠

、

ル
イ
ス
ウ
イ
グ
谷
。

活
動
地
域

ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
峠
の
東
側

に
あ
る
ん
イ
ス
ウ
イ
グ
谷
及
び
そ
の

東
隣
り
に
あ
る
パ
ガ
ー
ル
谷
奥
左
岸

こ
の
谷
は
一
九
六
八
年
に
大
垣
隊
が

入
っ
て

H
X
H
峰
即
ち
後
の
「
シ
ャ

1

・

ィ

・

7
y

ジ
ュ
マ
ン
そ
の
他
の
初
登
を
行
な
っ
て
い

る
。

登
筆
活
動

B
C
(
7
・
8

、
三
五
O
O
)、
ル
イ
ス
ウ
イ

グ
谷
A
C
(
7
・

ロ
、
四
四

O
O
)
、
パ
ガ
ー

ル
谷
ピ
リ

ア
谷
A
C
(
7
・

m
、
四
六
O
O
〉
、
同
ア
ブ
ド
ル
谷
A

C
(
?
〉
。

-
五
O
五
O
蜂

(
7
・
問
、
全
員
?
〉
。

.
コ

l

・
イ
・
パ
ガ
ー
ル
偵
察
(
7
・
口
、
四
)
|
も
ろ
い

岩
壁
で
、
と
ち
ら
側
か
ら
は
困
難
と
わ
か
る
。

・

パ
ガ
l

ル
谷
へ
廻
り
込
む
(
中
瀬
、
長
坂
)
。

・
五
三
O
四
峰
(
7
・
n
)、
五
三
七
O
峰
(
7
・
m
)、

五
二
五
五
峰
ハ
7
-
m
〉
|

石
川
、
鈴
木
、
三
輪
。

・
パ
ガ
l

ル
東
峰

(
五
五
五O
〉
、
7

・
ぉ
、
北
壁
登
帥
卒、

五
四
O
O
に
て
ピ
パ
l
グ
。

ア
ブ
ド
ル
谷
へ
下
降
。

.

パ
ガ
1

ル
主
峰
(
五
六
O
六
、
大
垣
隊
の
パ
ガ
1

ル
・
ピ

1

グ
と
は
別
)
、
7

・

ω
、
中
瀬
、
長
坂
、
三
輪
。

・
五
四
一
四
峰
、
7

-

初
、
石
川
、
鈴
木
。

-
B
C

撤
収

(
8
・
7

〉
、
ヵ
1

ブ
ル
着

(
8
・

u
v

帰
路
カ
l
プ

ル
、
羽
田
。

Koh-i~faghar 
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A
Vあ
の
ピ
レ
ム

・

へ
y

ケ
ル
か
A
V
こ
の
問
、
ア
シ
デ
ス

の
登
山
年
表
三

一五
八
二l

一
九
七
O
〉
を
つ
く
っ
て
い
た

ら
七
O
年
の
チ
ェ
コ
隊
全
滅
者
の
中
に
〈
民
2
r
o
-
-と
い

う
名
を
発
見
じ
た
?
と
れ
が
=
出
o
q

釦

ピ
品
0
・
=
沼
田
叶
.

E

同
E

品
開

5
y
u
u
H白
血F
.
6
0
r
o仏
可
宮
内
同
〈SE
R
-

-
W

5
8
・
を
出
版
し
て
い
る
ヘ
ッ
ケ
ル
だ
っ
た
ら
大
変
な

ニ
ュ

ー

ス
で
あ
る
。
〈
後
記
・

ど
う
も
そ
う
ら
し
い
〉

(
吉
沢〉

( 3 ) 

陥w.aja
M~hammad 

~I 

-741~ 
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パ
ン
ダ
コ
l

主
峰
東
稜
C

E
(六

よ
り
東
方
に
東
部
H
K
を
望
む
。
右
の
大
き

い
の
が
テ
ィ
リ
ッ
チ

・
ミ

l

ル
(
七
七
O

八
〉
、
中
央
の
梯
形
が
イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ

1

ル

(
七
四O
三
)
、
左
の
高
い
の
が
ノ
シ

ャ
ツ
タ
(
七
四
九
二
〉
の
塊
ま
り
。
わ
れ
わ

れ
に
は
非
常
に
珍
ら
し
い
写
真
で
あ
る
。
Y

一一A
・
中
部
H
K

四
、
長
崎
大
学
学
士
山
岳
会

パ
ン
ダ
コ
l新

登
頂

A
V
 

隊
員
一

瀬
義
典
(
隊
長

、

白
山
〉
、
海
上
春
見

ハ
副
隊
長
、
初
)
、
大
塚
大
(
写
真
必
)
。

中
尾
勘
悟
(
お
)
、
松
尾
司
(
m
U
)
、
楢
崎

純
雄
〈
お
〉
、
前
波
政
昭
(
お
〉
、
森
本
勲

夫
(
お
〉、

猪
俣
敦
子
(
川
品
〉
。

往
路
経
由
地

カ
ル
カ
ッ
夕
、
ニ
ュ
l
・

デ

リ

l

、
カ
i

ブ
ル
、
ダ
シ
テ
レ
ワ
ト
、
ア

ン
Jン
ュ
マ
ン
、
ケ
ロ
シ
。

活
動
地
域

パ
ン
ダ
コ
l

山
第

登
挙
活
動
・

B
C
(
四
二
0
0
、
サ
キ
谷
に

入
り
、
パ
シ
ダ
コ
l

主
峰
南
西
稜
末
端
、

7

・
お
〉
。

・

(
一
)
サ
キ
谷
隊
と
つ
一
)
南
氷
河
隊
に

分
れ
て
偵
察
。
(
一
)
は
雪
少
な
く
岩
露

出
、
い
や
ら
し
い
。

・
7

・
幻
か
ら
荷
上
げ
開
始
、
c

I

ハ
五
一

六
O
)、

C

E
(
五
八
五
O
〉
、c
m
(
六

三
一
O
〉
と
設
置
。

-
8

・
7

、
氷
硬
く
ア
タ
ッ
ク
失
敗
。
(
森

本
、
海
上
)
。

・
8

・

M
、

溝
上
、
楢
崎
、
森
本
、
C

E
よ

り
東
壁
上
部
山
稜
経
由
、
パ
ン
ダ
コ
l

主

峰
新
登
頂
。
南
西
稜
下
降
、
途
中
六
六O

O
に
ピ
パ
l

グ
し
て

B
C

に
戻
る
。
l
i
t

・
8
・

m
m、
帰
路
に
つ
く
、
北
廻
り
で
カ
l

プ
ル
着

(
8
・

m
m
y

'¥_cm (6310m) より仰いだ頂上へのノレート。 Aは第一回

目のノレート。 Bは第二回目のノレート。 ， C , D間に 180 m 

の固定ザイノレを張った。 E点にサミッターの姿が見える。
Fの雪庇は思ったより簡単に越すことが出来た。左手の尾
根が南西稜。これを下降中， ドイツ人 3 人， フランス人 3

人の 2 隊にあう。前者は登頂，後者は6400mあたりから引

返したらしい。パンダコーの東壁は今後に残された最大の
仁‘ 問題だが，殆んど絶望的な印象をうけたという。
一 世 ←c mよりの南望。写真は総て長崎大隊の娠影。

-742ー( 4 ) 
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A
V
 

と
の
夏
は
万
博
と
い
う
特
別
な
も
の
も
あ

っ
た
せ
い
か、

海
外
の
登
山
家
が
大
部
日
本

を
訪
れ
た
が
、
十
月
に
入
っ
て
や
や
下
火
に

な
っ
た
。

私
が
直
接
間
接
に
応
侍
し
た
り
、
一
緒
に

歩
い
た
り
し
た
人
々
は
ざ
っ
と
次
の
通
り
で

あ
る
。・

開
L
H
U
C口弘
司
・
出
口
広
門
司
自
己
F
o
ロ
ー

20

<ZN
>

・
国
内q
m
H
〉
r
E
m
品
開

r
E
戸
(
】U巳
己
ω
l

E

ロ
〉

-
h
o
o
y
向
ロ
吋H
m
w
u
、
(
同
向
。
口
問

r
o口
問
)

・
旬
。
口
同
ロR
w
p向
凶m
m
E

〈同H
m
w
-
可
〉

-

回
5
3
凶
の
ロ
2
7

〉
n
r白

u
z
w
(
Z
O

町
巳
)

-
C
E

F
2
5
(
当

g
H
P
5
2
5

・

玄
片
目
。

o
z
z
&
ω

自

=
r
(の
g
l

ω

島
知
)

-
∞
2
H
n
o

回
。
。r

〈C
印
〉
〉

.

円
、04司
広
の

Z
H
r
(、
、
〉

-

F

吉
田
・

4
2
2
E
o
之
、
〉

-
司
2
5
r
国
・
ω
件
。
口
μ
ρ
c
U同
ハ
、
、
〉

-
U『
い自問
仏
O
吋

ハ
、
〉

よ
く
も
ま
あ

ζ

れ
だ
け
お
出
で
に
な
っ
た

も
の
と
思
う
が

、

そ
れ
だ
け
日
本山
岳
会
と

い
う
も
の
の
存
在
が
世
界
的
の
度
を
増
し
て

来
た
の
だ
か
ら
、
や
は
り
ど
同
慶
の
至
り
と

い
う
と
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
矢
張
り
相
手
は
人
間
だ
か
ら
い
ろ
ん

な
人
が
い
る
。
面
白
か
っ
た
の
か
愉
し
か
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
つ
ま
ら
な
か
っ
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
が

、

帰
国
し
て
し
ま
っ
た
筈

な
の
に
何
も
言
っ
て
来
な
い
の
も
い
る
。
世

話
トの
焼
き
甲
斐
の
な
い
ζ

と
、
張
合
い
の
な

い
と
と
甚
.
た
し
い
訳
な
の
だ
が
、
と
ん
な
の

は
日
本
か
ら
海
外
へ
行
っ
た
登
山
家
ハ
?
〉

の
中
に
も
沢
山
い
る
の
だ
か
ら
、
お
互
い
き

ま
と
言
え
な
い
と
と
も
な
い
。
ま
あ
と
ん
な

と
と
で
い
き
り
立
つ
の
は
止
め
に
し
て
お
と

‘
っ
。中

に
は
、
何
月
何
回
に
羽
田
へ
着
く
か
ら

、

出
来
た
ら
ホ
テ
ル
を
予
約
し
て
お
い
て
く

れ
、

そ
れ
も
な
る
べ
く
安
い
と
こ
ろ
を
、
な

ど
と
言
っ
て
く
る
の
も
あ
る
。
ど
う
に
か
探

し
て
わ
ざ
わ
ざ
羽
田
に
迎
え
に
行
き
、
ホ
テ

ル
ま
で
連
れ
て
「
行
っ
て
、
翌
る
日
は
カ
メ
ラ

の
付
属
品
を
買
い
に
一
緒
に
行
っ
た
り
し
パ

と
て
も
室
長
山
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
折
角
ホ

テ
ル
を
予
約
し
て
や
っ
た
の
に
、
あ
と
か
ら

計
画
を
変
え
た
か
ら
断
わ
っ
て
く
れ
と
言
っ

て
き
た
の
も
あ
る
。
全
く
や
り
き
れ
な
い
。

ニ
ュ
1

・

ヨ
ー

タ
に
い
る
人
か
ら
の
紹
介

で
来
た
登
山
家
が
潤
沢
へ
行
っ
て
た
ま
た
ま

J

E
C
C

の
人
達
の
世
話
に
な
っ
た
。
別
に

依
頼
状
を
持
た
せ
た
訳
で
は
な
い
の
だ
が
、

私
の
こ
と
を
言
っ
て
い
た
も
の
だ
か
らJ
E

C
C

の
人
達
も
好
意
で
世
話
を
し
て
く
れ
た

ら
し
い
。
し
か
し
費
用
な
ど
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
も
し
迷
惑
で

も
か
け
て
い
る
な
ら
誠
に
申
訳
け
な
い
と
思

っ
て
い
る
。
と
ん
な
の
も
全
く
困
り
も
の
で

あ
る
。ま

た
中
に
は
折
角
好
意
で
案
内
役
を
つ
け

て
や
っ
た
の
に
費
用
を
割
勘
で
や
っ
た
人
も

い
る
。
私
は
腹
が
立
っ
た
の
で
全
部
君
の
方

で
負
担
せ
よ
と
い
っ
て
や
っ
た
ら
、
一0
ド

ル
だ
け
あ
と
で
送
っ
て
き
た
。
無
暗
に
人
の

世
話
も
出
来
な
い
。

ス
イ
ス
の
あ
る
有
名
な
登
山
家
は
自
分
が

行
く
か
ら
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
ド
タ
ン
場

に
な
っ
て

、

自
分
は
都
合
で
行
け
な
く
な
っ

た
が
、
観
一
光
団
が
そ
ち
ら
へ
行
く
、
中
に

六
、

七
人
富
士
山
へ
登
る
の
が
い
る
か
ら
よ

ろ
し
く
、
と
言
っ
て
き
た
。
そ
の
後
彼
か
ら

も
富
士
に
登
っ
た
人
か
ら
も
梨
の
つ
ぶ
て
。

外
国
の
有
名
な
登
山
家
に
も
こ
う
い
う
礼
儀

知
ら
ず
の
チ
ヤ
ジ
カ
リ
屋
が
い
る
と
い
う
こ

と
は
覚
え
て
い
て
も
よ
い
。
神
戸
の
津
田
君

良E

な
ど
も
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
一
人
で
あ
る
。

こ
の
頃
で
は
私
も
だ
ん
だ
ん
例
口
に
な
可

て
来
て
、
特
別
の
場
合
以
外
、
経
費
は
そ
ち

ら
持
ち
、
日
本
へ
来
て
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
変
更
は
ま
か
り
な
ら
ん
と
厳
重
に
連
絡

し
て
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
も
毅

然
た
る
態
度
を
と
る
必
要

・

か
あ
る
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
最
近
一
応
印
象
深
か

っ
た
人
の
来
日
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
報
告
し

て
お
と
う
。A

V
 

ハ
ヤ
ッ
ト

・
ア
l

マ
ッ
ド

・

カ
l

ン

ハ
ヤ
ッ
ト
氏
は
一
九
一
一
一
年
九
月
一
五
日

生
れ
だ
か
ら
今
年
は
四
九
才
だ
。
商
売
は
貿

易
商
ら
し
い
。
東
京
へ
来
て
も
日
商
そ
の
他

の
会
社
に
連
絡
し
て
い
た
。

山
の
方
で
は
一
九
三
六
年
に
創
立
さ
れ
た

吋
『
o

同
虫
色
内
0
2

自
の

Z
Y
M
v
"
r
E
Eロ

の
名
誉
秘
書
を
や
っ
て
い
る
。
と
と
の
会
長

は
、
国
防
自
E
K
戸
r
E
似
品
開
Z

ロ
教
授
、
副

会
長
が
、
〉
『仏
三
国
・
切
。
問
教
授
(
前
世

紀
の
最
後
の
日
に
誕
生
)
で
ベ
ッ
グ
は
一
九

五
六
年

、

五
七
年
、
六
二
年
の
京
都
大
学
隊

に
三
固
と
も
同
行
し
て
い
る
。
ハ
ヤ
ッ
ト
の

方
は
六
二
年
隊
だ
け
に
参
加
し
て
い
る
。
こ

の
時
、
今
外
務
省
に
い
て
わ
れ
わ
れ
と
密
接

な
関
係
に
あ
る
牧
内
氏
は
ス
カ
ル
ド
ゥ
ま
で

行
っ
た
そ
う
だ
。

カ
ラ
コ
ラ
ム

・

グ
ラ
ブ
に
は
現
在
会
員
三

0
0
名
、
名
誉
会
員
二
O
名
が
お
り
、
パ
キ

ス
タ
ン
に
関
係
の
深
い
外
国
の
有
名
な
登
山

出
家
は
大
概
名
誉
会
員
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
σ

私
は
パ
キ
ス
F
Y

へ
行
っ
た
こ
と
は
な

い
が
、
ど
う
や
ら
そ
の
名
誉
会
員
に
推
さ
れ

た
ら
し
い
。
有
難
い
と
と
で
あ
る
。

ハ
ヤ
ッ
ト
氏
は
九
月
八
日
に
日
商
か
ら
私

の
と
こ
ろ
へ
電
話
を
か
け
て
き
た
が
、
富
士

山
へ
登
り
た
い
と
い
う
の
で
八
王
子
の
高
島

三
朗
君
(J
A
C
及
び
秀
峰
山
岳
会
員
〉
に

連
絡
し
、
そ
の
世
話
を
頼
ん
だ
。
彼
は
心
良

く
承
知
し
、
仲
間
を
集
め
車
ま
で
用
意
し
て

八
合
目
辺
り
ま
で
(
天
気
悪
し
)
奥
さ
ん
-
も

と
も
に
登
ら
せ
て
く
れ
た
。
ハ
ヤ
ッ
ト
氏
が

と
て
も
感
謝
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
し
。

副
幹
は
彼
か
ら
面
白
い
と
と
を
二
、
三
聞
き

出
し
た
。
そ
の
一
つ
は
ナ
ン
ガ

・

パ
ル
パ
ッ

ト
山
群
に
あ
る
ラ
キ
オ
ッ
ト
峰
(
七O
七
O

m
)
の
こ
と
で
あ
る
。
横
文
字
で
書
く
と

岡山
内w
r
z
o同
と
な
っ
て
い
る
と
の
名
称
は
一

九
三
二
年
の
初
登
以
来
三
八
年
間
使
わ
れ
て

き
て
い
る
が
、
ハ
ヤ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
と
の

言
葉
は
ラ
イ
コ
ッ
ト
(
同3
r
o
pパ
ル
テ
イ

や
A
H
た

語
〉
が
正
し
く
、
そ
の
意
味
は
H

お
館
さ
ん
H

位
に
な
る
ら
し
い
。
一
フ
イ
は
敬
称
でH
ミ
ス

タ
ー

a

に
当
り
、
コ
ッ
ト
は

H

住
ん
で
い
る

場
所
H
(
-
Z百
四
百
-
2
0
)と
い
う
こ
と
。

次
は
ラ
イ
コ
ッ
ト
氷
河
の
北
端
に
あ
る

H

お
噺
の
牧
地

u
(
ζ
山
内
O
Y
S
l
i
g
o
-

H
J号

-
1
2
3
の
こ
と
だ
。
こ
れ
も
一
一
一
一
一
年

隊
が
つ
け
た
名
称
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
プ

ン
ゴ
ト
リ

(
M
V
F
C
口
問
O
H
o
-
-パ
ル
テ
ィ
誼
聞
で

H
臨
調d
〉
と
い

う
土
地
名
が
あ

る
と
い
う
こ
と
、

で
あ
る
。
品
目
ひ

げ
の
濃
い
羊
飼

い
(
ω
r
o
u
r
t
&

が
こ
と
に
住
ん

で
い
た
と
こ
ろ

か
ら
来
て
い
る

ら
し
い
。
但
し

富
士

F

山
で
の
ハ

ヤ
ヮ
ト
氏
夫
妻

プ
シ
ゴ
ト
リ
の
中
の
t

は
d

か
も
知
れ
な
い

が
と
付
け
加
え
て
い
た
。

も
う
一
つ
。
K
2

の
別
名
と
じ
て
の
r
。

問
。
ユ
と
い
う
の
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
チ
ョ
が
H

大
'
で
:
コ
リ
は、

，
美
し

い
H
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
E

巴
問
看

E
Z


z
o
E
昆

巳
ロ
=
と
い
う
意
味
に
な
る
と
思
う

と
、
ハ
ヤ
ッ
ト
氏
は
言
っ
て
い
た
。

こ
ん
な
こ
と
は
皆
さ
ん
既
に
ご
存
知
の
こ

と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
念
の
た
め

記
し
て
お
い
た
次
第
で
あ
る
。

今
、
ヵ
一
フ
チ
に
石
川
島
造
船
の
辻
員
と
し一

て
駐
在
し
て
い
る
私
の
後
輩
中
村
保
君
(
一一

九
六
一
年
の
ア
ン
デ
ス
隊
員
〉
は
ハ
ヤ
ッ
ト

氏
の
親
友
で
、
彼
が
亙
尽
へ
来
る
こ
と
は
ず

っ
と
前
に
知
ら
せ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

ハ
ヤ
ッ
ト
氏
は
今
ま
で
に
こ
ん
な
に
親
切

に
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
え
ら
い
感
激

を
し
て
帰
国
し
て
い
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
が

今
後
の
日
パ
関
係
に
少
し
で
も
役
に
立
つ
こ

と
が
あ
れ
ば
、
皆
の
骨
折
り
も
無
駄
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

A
V
 

ガ
1

ト
ル
i

ド
・

ス

ミ
ス
女
史

カ
ナ
ダ
山
岳
会
の
バ
デ
ィ
・

シ
ャ
1

マ
ン

(
昨
年
、
ワ
ス
カ
ラ
ン
を
西
稜
か
ら
新
登
頂

し
た
〉
と
ワ
デ
ィ
ン
ト
ン
峰
に
縁
の
深
い
、

ア
イ
リ
ス

・

マ
ン
デ
1

女
史
の
紹
介
で
や
っ

て
来
た
ス
ミ
ス
女
史
は
一
九
O
九
年
生
れ
の

お
ば
あ
ち
令
ん
(
六
一
才
)
だ
が
、
現
在
は

学
校
の
先
生
を
し
な
が
ら
、A
C
C

の
パ
ン

グ
l

パ
1

支
部
長
を
や
っ
て
い
る
。

山
歴
は
?
と
聞
い
た
ら
、
一
九
五

O
年

頃
か
ら
山
を
登
つ
だ
お
り
、
コ
b
-
フ
不
州
の

四
三
O
O
m
級
五
峰
、
カ
ナ
.
タ
で
は
フ
ォ1

プ
ス
、
エ
Jア
ス
・
キ
ャ
ベ
ル
、
サ
マ
l
・

キ

ャ
ン
プ
一
O
回
参
加
、
ア
ル
プ
ス
で
は
マ
ツ

タ
l

ホ
ル
ン
、
ュ
ン
グ
フ
ラ
ウ
、
一
九
六
七

年
に
は
ユ
l
コ
ン
で
登
山
を
や
っ
た
と
い
う

小
さ
く
て
し
わ
く
ち
ゃ
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

だ
が
な
か
な
か
愛
矯
が
あ
る
。

東
京
で
の
世
話
は
女
性
だ
か
ら
斎
藤
桂
さ

ん
そ
の
他
の
人
々
に
連
絡
を
し
て
も
ら
い
、い

( 5 ) ~74.3 ー
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お
寿
司
を
旨
く
た
べ
る
ス
ミ
ス
女
史

ー

ム
で
に
は
、

二
御
夫
妻
在
は
じ
め
、
カ
ナ
ダ
へ
行
っ
た
こ

と
の
あ
る
早
稲
田
の
根
元
さ
ん
ら
、
こ
れ
か

ら
行
こ
う
と
し
て
い
る
人
達
な
ど
三
O
人
以

上
が
集
ま
っ
た
が
、
そ
の
殆
ん
ど
が
女
性
で

あ
っ
た
。

山
の
人
は
山
の
人
に
会
い
た
い
ら
し
く
、

大
勢
の
観
光
団
と
一
緒
に
来
た
の
だ
が
、
一

人
だ
け
何
と
か
抜
け
出
し
て
来
て
は
女
性
達

と
話
し
合
っ
て
い
た
ら
し
い
。

A
V
 

フ
リ
ッ
ツ
・

H
・
ウ
ィ

l
ス
ナ
l

一
九
六
八
年
に
ロ
ン
ド
ン
と
N
Y
で
会
っ

た
フ
リ
ッ
ツ
が
と
う
と
う
車
京
へ
や
っ
て
き

た
。
彼
の
一
代
記
に
つ
い
て
は
「
山
と
渓
谷
」

ハ
本
年
二
月
号
)
に
詳
し
く
載
せ
て
あ
る
の

で
参
照
し
て
頂
き
た
い
が
、
知
ら
な
い
人
も

い
る
ら
し
い
の
で
一
応
そ
の
山
歴
を
紹
介
し

て
お
と
、
っ
。

彼
は
ド
イ
ツ
の
ド
レ
ス
デ
ン
で
一
九
O
O

年
二
月
二
六
日
に
生
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
帰
化

は
一
九
二
六
年
以
前
ら
し
い
。
現
在
の
家
族

構
成
は
次
の
通
り
。

F
5
z
R

目

2

即
日
門
巧

5
Z
R

(
斗
(
)
〉

ロ
両
日
E
ω

の
『
。
。
ロ
目ω
r
o崎
、
(
印
印
〉

〉
ロ
門
町
何
耳
切
，
Z
H
N

、
〈
N
3

H
V釦
ロ
ロ
ロ0
4
『
己ω
O
ロ
ミ

(
N
N
)

今
度
日
本
へ
来
た
の
は
奥
さ
ん
と
息
子
の

ア
ン
デ
ィ
だ
け
で
あ
っ
た
。

山
歴

(
現
在A
A
C

を
は
じ
め
多
く
の
山

岳
会
の
名
誉
会
員
、

U
I
A
A

で
は
国
際

グ
レ

1
Jア
ィ
シ
グ
委
員
会
の
委
員
長
)

一
八
才
の
頃
か
ら
ア
ル
プ
ス
や
ド
ロ
ミ
テ

で
素
晴
し
い
岩
登
り
を
や
っ
て
い
る
。
フ
ラ

イ
シ
ュ
パ
ン
ダ
の
南
東
壁
は
美
事
)

現
在
ア
メ
リ
カ
人
で
、
ア
ル
プ
ス
の
四
O

O
O
m
級
を
全
部
登
っ
て
い
る
の
は
彼
一
人

だ
け
ら
し
い
。

一
九
三
二
年
、
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
パ
ッ
ト
、

一
九
三
六
年
、
カ
ナ
ダ
の
ウ
ォ
デ
ィ
ン
ト
ン

峰
(
四
O
四
一
m
)
初
登
怒
。

一
九
三
八
年
、
ヵ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・

ロ
ッ
キ

ー
ズ
の
吋
耳
目
ω

吋
o
d
く
2

の
北
峰
の
北
峰

(
三
五
九
八
血
)
の
初
登
。

一
九
三
九
年
、
K
2
に
お
い
て
頂
下
ニ
O

O
m
ま
で
肉
迫
し
た
。

彼
は
現
在
カ
ナ
ダ
の
国
境
に
近
い
パl
モ

ン
ト
州
の
ス
ト
ウ
に
住
ん
で
い
る
が
、
実
業

界
で
は
現
役
を
退
き
、
好
き
な
時
に
好
き
な

t;-JW_~叫偽ι CtJ.

品ιdf-l叫品十←ι何ぷ
q協胤単品は~Wv(，仏叫血匂ι JCJl.etb~

Jf，b;;ー叫ん向品ι':J"'叫旬以 fr品

T~if-町二s~
ゐ同倫純一 、唱

5作f .';2, /'1可

と
こ
ろ
へ
行
け
る
い
い
身

分
に
な
っ
て
お
り
、
ア
ン

デ
ィ
は
法
律
家
を
目
指

し
、
ポ
1

リ
ン
嬢
は
ミ
シ

ガ
ン
大
学
で
人
類
学
と
考

古
学
を
研
究
し
て
い
る
と

い
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
経

済
的
に
は
苦
労
の
な
い
一

家
ら
し
い
。

。

前
に
手
紙
は
来
て
い
た

が
、
九
月
一
五
日
の
夜
、

ヒ
ル
ト
ン
・

ホ
テ
ル
か
ら

電
語
。
来
ま
し
た
よ
、
明

日
会
い
た
い
、
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
計

函
が
検
討
さ
れ
た
。
富
士
山
が
見
た
い
と
い

う
の
で
、
高
橋
照
、
加
一
燃
幸
彦
の
両
君
に
車

を
二
台
出
し
て
も
ら
い

、
山
中

湖
ま
で
行
っ

た
。
ア
シ
デ
ィ
が
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
休
暇
で
来

て
い
る
の
で
ど
う
し
て
も
一
台
で
は
ダ
メ
な

の
だ
。
高
橋
、
加
藤
の
両
君
も
心
よ
く
自
前

で
案
内
し
て
く
れ
た
。
一
日
小
雨
で
富
士
は

半
分
以
上
上
は
見
え
な
か
っ
た
が
皆
と
て
も

愉
し
気
で
あ
っ
た
。

鴇時

。
ア
ド
ル
フ
老
か
ら
の
便
り
。

の
長
野
市
怖
鰍
、
ス
キ
焼
の
接
待
。
到
れり

尽
せ
り
の
好
意
に
甘
え
た
ま
ま
、
翌
日
町
田

君
の
車
で
長
野
駅
へ
。
お
つ
き
合
い
し
て
下

さ
っ
た
諸
君
の
見
送
り
を
』
つ
け
て
そ
と
を
あ

と
に
し
た
。
関
東
平
野
に
お
り
る
前
の
沿
線

の
緑
の
風
景
は
彼
ら
を
充
分
に
楽
し
ま
せ
た

よ
う
で
あ
る
。

老
友
吉
沢
兄
そ
の
後
は
如
何
。
一
九
七O

年
の
H
K

関
係
概
報
を
送
り
ま
す
。
詳
報
は

い
ず
れ
後
便
に
て
。

て
興
、
。

〈
百
同
(隊
長
〉
、
ヵ
ジ
・

J
7

1

谷
、
ノ
シ
ャ
ツ
グ
、
ア
ス
ペ
・
サ
フ
ェ
ド

目
I

、

E

、
班
(
初
登
〉
、
コ
ル
プ
シ
ュ
テ・
ヤ

次
は
上
高
地
行
き
で
あ
る
。
切
符
は
例
に

一キ
、
ラ
ケ
・
ミ
ヤ
ニ
西
峰
、
東
峰
(
初
登
)
。

よ
っ
て
渡
辺
公
平
君
に
頼
ん
だ
が
、
今
度
は

一
二
、
襖
ス
キ
1
隊
、
コ
ル
プ
シ
ュ
テ

・
ヤ

え
ら
い
面
倒
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。
相
済
ま

一キ
及
び
ノ
シ
ャ
ツ
グ
の
ス
キ
1
登
山
。

な
く
思
っ
て
い
る
。

一
三
、
チ
ェ
コ
隊
、
ヵ
ン
ズ

l
ド
谷
。

長
野
の
人
達
と
の
連
絡
は
照
さ
ん
に
頼
ん
一
四
、
ュ
1
・
コ
隊
、
マ
シ
ダ
ラ
ス
谷
。

だ
。
こ
れ
も
車
二
台
を
提
供
し
て
く
れ
た
ば
一
五
、
西
独
隊
(
出
・
明
各
三
〉
、
ィ
シ
ュ
ム
ル

か
り
で
な
く
、
同
姓
同
名
で
お
互
い
に
迷
惑

一
グ
の
チ
ャ
プ
ダ
ラ
谷
。
ド
ウ
ス
テ

ィ
主
峰
(
初

(
?
)
し
て
い
る
吉
沢
一
郎
君
、
横
地
、
丸
一
登
〉
他
。

山
、
山
岸
君
と
い
っ
た
愉
快
な
人
達
が
、
官
同一
六
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
隊
、
ワ
ハ
ン
。

売
を
ほ
っ
ぽ
ら
か
し
て
案
内
役
を
買
っ
て
出
一
七
、
西
独
隊

(
ω
Z
R
河
E
m
n
s
、
チ
ト
ラ

て
く
れ
た
。
本
当
に
有
難
い
人
達
で
あ
る
。
一
ル
、
隊
長
時
似
労
死
。

私
は
三
O
年
振
り
の
上
高
地
な
の
で
、
そ
一
八
、
填
、
デ
ィl
ル
谷
、
ケ
ル
ン
ト
ナ
ー

と
と
い
い
沿
道
と
い
い
。
そ
の
変
り
方
に
び

一支
稜
及
び
S
氷
河
峰
越
え
ル
1
ト
も
不
可

っ
く
り
し
て
し
ま
っ
た
。
ウ
エ
ス

ト
シ

の
v

一
能
。
悪
天
。

リ
l
フ
に
も
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
で

一
九
、
フ
ラ
ン
ス
隊
、
ワ
ハ
ン
。

は
な
い
か
と
思
う
。

一
一O
、
模
、
一
フ
ス
プー
ル
源
流
。

九
月
二
O
日
は
九
日
振
り
の
晴
天
だ
っ
た

一
一
一、
英
国

、

ノ
シ
ャ
ツ
グ
又
は
中
部

H
K

と
い
う
。
西
穂
の
独
標
ま
で
登
る
。
フ
リ
ッ
一
一
二
、
伊
、
(
回

R

『
5
0
F
$、
ノ
シ
ャ
ツ
グ

ツ
は
裸
だ
。
私
よ
り
=
一
つ
上
だ
が
と
て
も
か
一
北
峰
、
ダ
ル
パ
ン
氷
河
の
北
端
二
峰
。

な
わ
な
い
。
長
野
の
連
中
は
口
は
悪
い
が
愉

一

一
三
、
焼
、
K
6
。

し
い
山
男
ば
か
り
で
あ
る
。
私
の
下
手
な
英
一
一
四
、
旗
、
ロ
1

ツ
ェ

・
シ
ャ
l

ル
。

語
よ
り
彼
ら
の
シ
ェ
ル
パ
英
語
の
方
が
通
じ

一

一
五
独
、
ル
パ
ー

ル
壁
。

が
い
い
の
も
愉
快
で
あ
る
。
私
は
い
つ
も
奥一
。

さ
ん
と
一
緒
に
歩
い
て
い
た
。
足
並
み
が
丁一
仏
隊
は
ω
年
に
ラ
ホ
ゾ
シ
北
峰
に
登
頂
し

度
合
う
か
ら
だ
。
一
な
か
っ
た
。
南
面
か
ら
の
喫
隊
成
功
。

松
本
経
由

、

犀
川
沿
い
に
長
野
市
へ
、
信
仏
ゴ
l

ヵ
l

ル
峰
の
初
登
は
白
山
年
の
捜
隊
。

毎
で
対
談
。
善
光
寺
見
学
、
大
峰
城
か
ら
夜
て
ヒ
ネ
リ
隊
は
そ
の
西
峰
だ
っ
た
ら
し
い
。

-744 ー( 6 ) 
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冠
松
次
郎
氏
追
悼
会

本
会
名
誉
会
員
冠
松
次
郎
氏
を
し
の
ぶ
会

が
十
月
十
四
日
午
後
六
時
か
ら
本
会
ル
l

ム

で
聞
か
れ
た
。
故
人
の
令
息
郁
夫
氏
に
も
と

く
に
御
出
席
を
願
い
、
故
人
が
お
茶
の
水
の

ル
l

ム
時
代
土
曜
会
の
忘
年
会
で
元
気
に
う

た
わ
れ
た
詩
吟
や
、
小
集
会
で
の
「
黒
部
の

今
昔
」
と
い
う
講
演
な
ど
の
テ1
.

フ
に
耳
を

か
た
む
け
な
が
ら
、
秋
の
一
夜
を
し
ん
み
り

と
故
人
の
面
影
を
し
の
ん
だ
。

「
暖
く
な
っ
て
か
ら
冠
さ
ん
の
お
宅
に
出

張
し
て
土
曜
会
を
開
こ
う
と
思
っ
て
い
た

が
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
ま
こ
と
に
心

残
り
で
あ
る
。
き
ょ
う
は
冠
さ
ん
と
と
く
に

親
し
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
方
々
に
お
集

り
を
願
っ
た
が
、
冠
さ
ん
の
仲
間
で
い
ま
お

元
気
に
出
席
さ
れ
て
い
る
の
は
岩
永
さ
ん
だ

け
で
、
別
宮
さ
ん
も
沼
井
さ
ん
も
皆
お
亡
く

な
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

ζ

と
に
淋
し
い
。

冠
さ
ん
は
し
か
し
八
十
八
歳
と
い
う
長
寿
を

全
う
さ
れ
し
か
も
立
派
な
『
山
渓
記
』
五
巻

を
遺
さ
れ
て
大
往
生
さ
れ
た
の
は
た
い
へ
ん

う
ら
や
ま
し
い
」
と
の
神
谷
世
話
人
の
あ
い

さ
つ
に
つ
づ
い
て
冠
郁
夫
氏
は
「
長
く
ロ
ン

ド
シ
に
い
た
私
を
父
は
頚
を
長
く
し
て
待
っ

て
お
り
、
と
の
六
月
帰
国
し
た
と
き
は
と
て

も
喜
こ
ぴ
、
そ
れ
か
ら
あ
ま
り
食
事
も
と
ら

な
く
な
り
お
七
月
末
眠
る
よ
う
に
亡
く
な
っ

た
が
、
私
は
七
人
兄
弟
で
上
に
男
が
三
人
、

女
が
三
人
い
て
、
上
の
兄
が
皆
死
ん
だ
の
で

末
っ
子
の
私
が
父
を
見
と
る
こ
と
に
な
っ

た
。

私
は
父
が
四
十
二
歳
の
と
き
に
生
れ
、

子
供
の
乙
ろ
父
と
一
緒
に
山
に
行
き
、
二
両

時
代
も
山
登
り
を
し
た
が

、

生
前
父
に
親
し

く
さ
れ
て
い
た
方
々
に
と
の
席
上
お
礼
申
し

あ
げ
る
」
と
父
親
と
し
て
の
冠
松
次
郎
氏
に

つ
い
て
ふ
れ
、

岩
永
氏
は
黒
部
下
廊
下
を
初

め
て
冠
さ
ん
と
歩
か
れ
た
当
時
の
思
い
出
を

話
さ
れ

、

五
十
年
に
わ
た
る
冠
さ
ん
と
の
お

つ
き
合
い
も
と
と
し
で
お
し
ま
い
に
な
っ
た

と
述
べ
ら
れ
た
。

三
回
、
村
井
、
日
高
、
佐
々
の
諸
氏
か
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
思
い
出
話
が
披
露
さ
れ
、
藤
島

氏
は
「
冠
さ
ん
の
早
期
の
山
岳
に
出
さ
れ
た

記
事
に
は
写
真
が
な
い
の
で
、
写
真
を
撮
さ

な
い
人
と
思
っ
て
い
た
が、

震
災
前
後
か
ら

冠
さ
ん
も
写
真
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ

ィ
ル
ム
と
は
ど
ん
な
も
の
か

、

あ
け
て
見
た

と
い
う
時
代
で
、
フ
ィ
ル
ム
を
開
い
て
み
た

と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
冠
さ
ん
で
は
な
く

、

実
は
私
で
、

写
真
で
は
私
の
方
が
冠
さ
ん
よ

り
先
輩
で
あ
る
。
は
じ

め
の
冠
さ
ん
の
印
象

は
ア
グ
の
強
い
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
悪
い

意
味
で
は
な
く
、
年
を
と
る
と
と
も
に
好
々

爺
に
な
っ
て
き
た
。
文
章
も
若
い
と
ろ
と
晩

年
と
は
た
い
へ
ん
変
化
が
あ
り
、
は
じ
め
の

と
ろ
の
も
の
は
漢
字
の
や
た
ら
に
多
い
文
章

だ
っ
た
が

、

年
と
と
も
に
あ
か
抜
け
て
き
た
。

好
三
郎
で
ニ
コ
ヤ
カ
に
な
ら
れ
た
冠
さ
ん
に

も
う
お
目
に
か
か
れ
な
く
な
っ
た
の
は
本
当

に
残
念
で
あ
る
」
と
故
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

混
え
、
ふ
だ
ん
の
藤
島
さ
ん
に
似
な
い
し
ん

み
り
し

た
調
子
で
故
人
を
し
の
ば
れ
た
。

ご
く
内
輪
の
方
々
だ
け
に
お
集
り
い
た
だ

い
た
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
落
着
い
た
雰
囲

気
で
故
人
を
し
の
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。
な
お

テ
1

.

フ
の
再
生
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
鈴
木

氏
、
テ
1

・
フ
を
持
参
さ
れ
た
古
沢
氏
に
お
礼

申
し
上
げ
た
い
。
(

山
崎
)

マ
出
席
者
冠
郁
夫
、
神
谷
恭
、
日
高
信

六
郎
、
三
田
幸
夫
、川
崎
精
雄
、
一
勝
島
敏
男

佐
々
保
雄

、

岩
永
信
雄
、
村
井
米
子
、
斎
藤

か
つ
ら
、
松
本
熊
次
郎
、
瀬
名
貞
利
、
島
田

巽
、

諸
岡
一
次

、

望
月
達
夫

、

古
沢
露
、
鈴

木
郭
之

、

石
原
憲
治

、

織
内
信
彦
、
川
上
隆

山
崎
安
治
、
吉
沢
一
郎
。

第
二
六
五
回
小
集
会

第
二
六
五
回
小

集
会
は
十
月
二
十
二
日
午
後
六
時
半
か
ら
向

井
ピ
ル
四
階
で
会
員
宮
崎
英
子
氏
の
「
ア
ン

ナ
プ
ル
ナ
三
峰
登
頂
報
告
」
お
よ
び
会
員
野

村
哲
也
氏
の
つ
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
六
峰
登
頂
報
告
」

が
あ
り
、
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
て
そ
れ
ぞ
れ

興
味
深
い
報
告
で
あ
っ
た
。
出
席
者
五
十
五

名
。

書
く
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
と
思
い
ま
す
の
で

簡
単
に
記
し
ま
す
と

、

五
月
二
日
に
入
山
許

可
が
下
り
、
台
北
発
十
二
時
の
観
光
特
急
号

で
一
路
嘉
義
へ
向
か
い
ま
し
た
。
台
湾
の
鉄

道
の
サ
ー

ビ
ス
の
よ
さ
は
噂
さ
に
は
聞
い
て

行
き
ま
し
た
が
実
に
そ
の
通
り
で、

美
人
の

ホ
ス
テ
ス
が
新
聞
や
お
し
ぼ
り

、

お
茶
を
無

料
で
サ
ー

ビ
ス
し
て
く
れ
ま
す
し
、
初
め
て

私
共
沖
電
気
芝
浦
山
岳
部
は
一
昨
年
創
立
一
見
る
南
国
の
車
窓
風
景
と
あ
い
ま
っ
て
快
適

十
五
周
年
を
迎
え

、

そ
の
記
念
事
業
の
一
環
一
そ
の
も
の
で
し
た
。

と
し
て
初
の
海
外
登
山
を
計
画
、
台
湾
の
玉
一
嘉
義
は
玉
山
周
辺
か
ら
出
る
豊
富
な
木
材

山
に
登
山
隊
を
派
遣
致
し
ま
し
た
。
メ
ン
パ
一
の
集
積
地
で
家
の
作

り

や
町
並
み
も
日
本
そ

ー

は
六
名
で
十
日
間
の
あ
わ
た
だ
し
い
旅
で
一
つ
く
り
で、
四
十
才
以
上
の
人
達
は
流
暢
に

は
あ
り
ま
し
た
が
、
忘
れ
難
い
思
い
出
と
な
一
日
本
語
を
話
し
ま
す
の
で
い
さ
さ
か
異
国
情

り
ま
し
た
。
一
緒
が
薄
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

四
月
二
十
九
日
夜
羽
田
を
発
ち
、
深
夜
の
一
一
一
一
日
は
阿
星
山
鉄
道
で
阿
里
山
へ
登
り
ま

小
雨
の
け
ぶ
る
台
北
空
港
に
第
一
歩
を
印
し
一
し
た
。
阿
里
山
鉄
道
は
中
興
号
と
い
う
観
光

ま
し
た
。
空
港
に
は
深
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
急
行
の
ジl
ゼ
ル
カ
ー

が
走
っ
て
お
り

、

例

台
湾
省
山
岳
協
会
の
林
樹
封
、
林
南
圏
、
陳
一
に
よ
っ
て
ホ
ス
テ
ス
が
湯
茶
な
ど
の
サ
1

ピ

守
珪
氏
の
出
迎
え
を
受
け
、
暖
か
く
歓
迎
さ
一
ス
を
し
て
く
れ
ま
し
て
登
山
鉄
道
と
は
思
え

れ
ま
し
た
。
翌
三
十
日
は
ま
ず
日
本
大
使
館
一
な
い
楽
し
い
旅
が
で
き

、

木
当
に
台
湾
の
乗

を
訪
れ
挨
拶
し
た
後

、

台
湾
省
山
岳
協
会
を
一
り
物
の
サ
ー

ビ
ス
に
は
感
心
致
し
ま
し
た
。

訪
問
致
し
ま
し
た
。
ル
ー
ム
の

壁
に
は
訪
華
一
名
物
の
縦
型
ピ
ス
ト
ン
の

蒸
気
機
関
車
も
ま

登
山
隊
の
記
念
ペ
ナ
ン
ト

が
と
こ
ろ
狭
し
と
一
だ
走
っ
て
お
り
ま
し
た
が、

姿
を
消
す
の
は

鮎
ら
れ
て
あ
り

、

し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
時
間
の
問
題
と
の
こと
で
し
た
。
阿
皇
山
に

日
本
隊
の
も
の
で
あ
り

、

あ
ま
り
の
多
さ
に
一
一
泊
し
て
四
日、

と
の
機
関
車
の
引
く
森
林

驚
い
た
次
第
で
す
。
折
し
も
九
州
の
延
岡
山

一
軌
道
に
乗
り
換
え
て
、
沿
線
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

岳
会
隊
が
雪
山
か
ら
下
山
し
て
来
、
ま
た
東
一
や
ス
ス
キ
を
楽
し
み
な
が
ら、

遠
く
た
び
た

京
の
大
和
運
輸
山
岳
部
の
三
名
の
玉
山
隊
も
一
び
見
え
隠
れ
す
る
玉
山
に
胸
を
と
き
め
か
せ

来
台
し
、
ま
だ
と
れ
か
ら
も
続
々
と
入
山
申
一
て
東
捕
へ
向
か
い
ま
し
た
。

請
が
来
て
い
る
主
の
話
で
し
た
。
一
東
捕
か
ら

F
l

タ
カ
峠
ま
で
は
広
い
ト
ラ

私
達
と
ち
ょ
う
ど
行
き
違
い
に
主
任
委
員
一
ッ
グ
道
で
峠
か
ら
登

山
道
に
入
り
登
高
が
始

の
周
百
錬
氏
ら
主
な
方
々
が
日
本
へ
来
ら
れ
一
ま
り
ま
す
が

、

道
は
広
く
し
っ
か
り
し
て
お

た
の
で
、
王
雲
郷
、
林
南
圏
、
陳
守
珪
氏
に
一
り
、
断
崖
を
切
り
崩
し
て
建
築
に
使
う
よ
う

い
ろ
い
ろ
お
世
話
裁
き
玉
山
登
山
に
つ
い
て
一
な
立
派
な
角
材
で
桟
道
が
作
ら
れ

、

私
達
に

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
い
ま
し
た
。
玉
山
に
一
と
っ
て
は
い
さ
さ
か
物
足
り
な
い
よ
う
な
立

は
山
岳
協
会
野
中
隊
員
で
、
小
学
校
の
先
生
一
派
な
道
で
し
た
。
そ
れ
に
東
浦
か
ら
玉
山
の

を
し
て
お
ら
れ
る
林
中
前
氏
が
同
行
さ
れ
る
一
頂
上
ま
で
地
名
と
距
離
を
書
き
込
ん
だ
鉄
製

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
台
湾
は
非
常
に
食
ベ
一
の
大
き
な
指
導
標
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
地

物
が
且
春
田
で
値
段
も
安
く
、
日
本
人
好
み
の
一
図
さ
え
も
要
ら
な
い
よ
う
な
有
様
で
し
た
。

調
味
料
以
外
の
食
料
は
全
部
現
地
で
調
達
致
一
し
か
し
さ
す
が
に

山
は
大
き
く
谷
は
深
く
森

し
ま
し
た
。
一
林
限
界
も
高
く
、
直
径

一
m
以
上
も
あ
る
タ

玉
山
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ま
さ
ら
詳
し
く
一
イ
ワ
シ
ツ
ガ
や
ニ
イ
タ
カ
ア
カ

マ
ツ
の
原
生

台 I~
湾玉 | 員
山

伊 登 |通
頂

藤記 I {~ I 
博

夫

。
ガ
ル
ワ
l

ル
の
一
五
万
八V

ス
イ
ス
財
団
で
印
刷
発
行
し
た
ガ
ル
ワ
1

ル
東
部
の
地
図
は
お
持
ち
の
方
も
多
い
と
思

う
が
新
ら
し
く
入
っ
た
の
セ
お
頒
け
す
る
。

定
価
二
九
O
O
円

、

会
員
五
分
引
、
送
料

一

と
も
三
O
O
O
円
。

部
数
が
少
な
い
の
で
申

一

込
み
順
に
し
た
い
。
尚

、

西
部
(
一
五
万
〉

一
ト

が
-
枚
(
私
有
物
〉
あ
る
が、
こ
れ
を
ど
う

一
引
け

す
る
か
は
目
下
考
慮
中
。
(
士
口
沢
〉

一

林
は
、

ち
ょ
っ
と
日
本
で
は
見
られ
な
い
美

一

事
さ
で
し
た
。

一

標
高
三
五
O
O
m
の
ニ
イ
タ

カ
ト

ド
マ
ツ

一

の
林
の
中
に
建
設
費
八
百
万
円
を
か
け
た
と一

い
う
排
雲
山
荘
が
あ
り
、
入
口
を
入
る
と
ロ

一

ピ
ー

に
は
ソ
フ
ァ
ま
で
用
意
さ
れ
て
お
り
、
一

壁
は
日
本
隊
の
ベ
ナ
シト
で
一
杯
で
し
た
。

一

約
百
名
収
容
出
来
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
ヵ一

パ
1

の
付
い
た
蒲
団
、
水
洗
便
所
も
完
備
し一

て
お
り
、
日
本
の
山
で
も
ち
ょ
っ
と
見
ら
れ一

な
い
く
ら
い
の
立
派
な
小
屋
で
し
た
。
そ
れ一

に
小
屋
の
手
前
と
上
の
道
が
二
百m
程
コ
ン

一

グ
リ

1
ト

舗
装
ま
で
し

て
あ
る
念
の
入
れ
か

一

た
に
は
驚
き
ま
し
た
。

一

五
日
午
前
四
時
頂
上
目
指
し
て
小
を
出

一

発
し
ま
し
た
。
三
七
O
O
m
く
ら
い
か
ら
森

一

林
限
界
と
な
り
代
わ
っ
て
ニ
イ
タ
カ
ピ
ヤ
グ

一

シ
ン
帯
と
な
り
ま
す
。
問
ノ
岳
か
ら
北
岳
へ一

向
か
う
よ
う
な
ガ
レ
場
を
登
り
五
時
三
十
分一

全
員
無
事
頂
上
に
達
し
ま
し
た。

快
晴
に
恵

一

ま
れ
三
六
Q
度
の
展
望
を
楽
し
み
ま
円
し
た

一
〉

が
、
秀
姑
白
山
や
マ
ボ
ラ
ス
山
を
間
近
に
見

一nee
-


な
が
ら
登
れ
な
い
の
は
ま
こ
と
に
残
念
でし

一(

た
。
頂
上
か
ら
の
眺
望
は
ち
ょ
っと
日

本
の

一

南
ア
ル
プ
ス
と
錯
覚
す
る
く
ら
い
よ
く
似
て一

お
り
、
雪
は
沢
す
じ
に
少
し
残
っ
て
お
り
ま一

し
た
。
出
来
れ
ば
東
南
西
北
の
四
山
も
登
り一

た
か
っ
た
の
で
す
が
時
間
の
都
以
ロ
が
つ
か一

ず
、
ニ
パ
ー
テ
ィ
に
分
れ
て
東
山
と
北
山
に

一

登
り
ま
じ
た
。
東
山
は
ピ
ャ
グ
シ
ン
こ
ぎ
や

一

適
当
な
岩
登
り
も
あ
っ
て
楽
し
い
山

で
し

一

た
。
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第
三
回
山
岳
図
書
交
換
即
売
会
は
十
月
二

十
四
日
午
後
三
時
か
ら
本
会
ル
1

ム
で
関
か

れ
た
。
出
品
数
は
和
書

一
一
七
舟
、
洋
書
二

一
冊
、
そ
の
他
雑
誌
類
で
、
和
書
で
は
ス
ウ

イ
ス
日
記
、
ハ
イ
ラ
シ
ド
、
日
本
山
獄
志
原

本
な
ど
珍
品
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
。
ま
た
雑

誌
で
は
山
岳
や
会
報
の
古
い
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー

が
出
品
さ
れ
垂
誕
の
ま
と
と
な
っ
た
。

図
書
委
員
会
で
は
十
月
二
十
一
日
の
委
員

会
で
売
価
を
決
め
た
が
そ
の
基
準
を
い
ま
一

度
と
と
で
説
明
し
て
お
き
た
い
。

現
在
山
岳
図
書
は
古
書
店
で
非
常
な
高
価

が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
本
会
の
図
書
交
換
会

で
は
む
ろ
ん
そ
ん
な
高
価
を
付
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
万
円
で
古
書

店
に
並
ん
で
い
る
本
で
も
、
い
ざ
こ
れ
を
売

却
す
る
段
に
な
る
と
、
そ
の
半
価
以
下
で
あ

る
。
そ
ζ

で
図
書
委
員
会
で
は
現
在
の
古
書

店
頭
の
相
場
の
半
値
プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
を

基
準
に
売
値
を
決
定
し
た
。
各
委
員
知
撃
を

し
ぼ
っ
て
決
定
し
た
価
格
が
別
項
の
目
録
で

あ
る
が
、
と
く
に
山
岳
の
古
い
口
す
な
ど
の
値

ぶ
み
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。
現
在
山
岳
の
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

は
ど
ん
ど
ん
値
が
上
が
っ
て

い
る
の
で
処
分
さ
れ
た
い
と
思
わ
れ
て
い
る

方
は
来
年
の
と
の
会
に
是
非
出
品
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

各
出
品
書
に
は
番
号
を
付
し

、

最
初
そ
の

番
号
を
係
り
に
申
し
出
て
も
ら
い
、
午
後
四

時
半
締
め
切
り
で
例
年
通
り
、
重
複
ロ
聞
は
抽

選
を
行
な
っ
た
。
烏
水
の
山
岳
文
学
は
最
高

の
十
五
人
、
山
谷
放
浪
記
と
会
報
一
五
一
号

I

二
百
号
に
そ
れ
ぞ
れ
十
一
人
、
チ
ョ
ゴ
リ

ザ
登
頂
十
人
と
い
ず
れ
も
激
戦
と
な
っ
て
く

じ
引
き
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
あ
っ
た
。
最

高
値
の
ス
ウ
イ
ス
日
記
や
ハ
イ
ラ
ン
ド
も
た

ち
ま
ち
会
場
か
ら
姿
を
消
し
、
こ
と
し
の
と

の
集
り
も
ま
と
と
に
盛
会
に
終
わ
っ
た
。

な
お
売
り
上
げ
金
の
五
分
を
図
書
基
金
と

和
書

農
村
の
年
中
行
事
(
武
田
久
吉
著
〉
竜
星
爾

五
千
円

道
祖
神
(
武
田
久
吉
著
)
ア
ル
ス
千
円

ジ
ャ
パ
の
生
活
文
化
(
ポ
ン
.
タI
著
)
竜
吟

社
三
百
円

ボ
ル
ネ
オ
(
キ
l

ス
著
〉
三
省
堂
二
五O
円

ボ
ル
ネ
オ
事
情
(
若
林
文
次
郎
著
)
天
理
時

報
社
三
百
円

イ
ラ
シ
紀
行
(
ノl
Jア
ジ
著
〉
東
宛
書
房

二
五
O
円

ボ
ル
ネ
オ
よ
り
メ
ッ
カ
へ
(
ラ
タ
l

箸
)
時

代
社
三
五

O
円

北
海
探
検
記
(
パ
パ1
ニ
ン
箸
〉
聖
紀
書
房一

百
円

孤
独
(
パ
l

ド

著
〉
大
東
出
版
社
二
百
円

ア
ル
プ
ス
の
主
嘉
門
次
(
佐
藤
貢
著
〉
朝
日

新
聞
社
二
百
円

高
原
(
深
田
久
弥
編
)
青
木
書
店
百
円

山
と
渓
谷
(
国
部
重
治
箸
〉
第
一
書
房
百
円

マ
ナ
ス
ル
登
頂
記
ハ
模
有
恒
箸
)
毎
日
新
聞

社
三
百
円

チ
ョ
ゴ
リ
ザ
登
頂
(
桑
原
武
夫
著
)
文
芸
春

秋
社
五
百
円

テ
シ
ジ
シ
に
よ
る
エ
ベ
レ
ス
ト
征
服
(
マ
ラ

ル
チ
ッ
グ
著
〉
新
潮
社
二
百
円

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
挙
史
(
深
田
久
弥
著
)
岩
波
新

し
て
会
に
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
。
出
品
さ

れ
た
各
位
に
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る

(
山
崎
)

マ
出
品
者
武
田
久
吉
、
酒
井
敏
明
、
伊
藤

博
夫

、

後
藤
博
、
中
屋
健
て
横
山
厚
夫
、

島
田
巽
、
一
燃
島
敏
男
、
岩
永
信
雄
、
山
崎
安

治
、
田
辺
主
計
、
橋
爪
幸
達
、
深
田
久
弥
、

西
村
久
平

、

三
田
幸
夫
、
雁
部
貞
夫
、
村
井

米
子
、
神
谷
恭
、
藤
井
運
平
、
吉
沢
一
郎
。

出
品
録

目

第
三
回
山
岳
図
書
交
換
即
売
会

図
書
委
員
会

書
五

O
円

ザ
イ
ル
の
ト

ッ
プ
(
ロ
ッ
シ
三
者
)
白
水
社

三
百
円

新
入
萄
記
〈
遅
塚
麗
水
著
)
大
阪
屋
号
書
店

三
百
円

グ
レ
ヴ
ァ
ス
(
安
川
茂
雄
著
〉
二
玄
社
百
円

山
の
呼
ぶ
声
(
坂
部
護
郎
著
)
朋
文
堂五

O
円

高
原
(
串
回
孫
一
一
編
〉
有
紀
書
房
二
百
円

日
本
山
岳
志
(
高
頭
式
〉
博
文
館
五
千
円

ハ
イ
ラ
ン
ド
(
辻
村
伊
助
著
)
梓
書
房

一六
千
円

ス
ウ
イ
ス
日
記
(
辻
村
伊
助
著
〉
梓
書
一
房

八
千
円

モ
ゴ
l

ル
族
探
検
記
(
梅
樽
忠
夫
著
〉
岩
波

新
書
五

O
円

絵
の
ふ
る
さ
と
(
足
立
源

一郎
ほ
か
)
中
央

公
論
社
百
円

日
本
山
岳
全
集
・

ア
ル
プ
ス
(
朋
文
堂
編
)

二
百
円

青
春
の
氷
河
(
ロ
ッ
シ
ュ
著
〉
三
笠
書
房百

円

無
心
の
山
(
ル
l

著
)
朋
文
堂

百
円

世
界
山
岳
全
集
八
巻
(
朋
文
堂
)
二
百
円

ハ
イ
ラ
ン
ド
(
辻
村
伊
助
著
〉
梓
書
房

七
千
円

登
山
地
図
叙
岳
(
山
岳
十
年
二
号
付
録
)

八
百
円

カ
ラ
i

世
界
の
山
々

・
山
と
渓
谷
社
百
円

日
本
名
著
全
集
一
巻
日
本
ア
ル
プ
ス
の
登
山

と
探
検
〈
ウ
エ
ス
ト

ン
箸
〉
他
三
百
円

二
両
旅
行
部
五
十
年
(
一
高
〉
五
百
円

山
の
気
象
と
遭
難
(
気
象
庁
)
朋
文
堂
百
円

ア
ル
プ
ス
縦
走

(J
A
C

繍
〉
実
業
之
日
本

社
五

O
円

登
山
(
ベ
ー

ス
ボ
ー

ル
マ
ガ
ジ
シ
社
)五

O
円

登
山
全
書
春
山
(
日
本
山
岳
会
編
〉
河
出
書

房
五

O
円

山
岳
文
学
(
小
島
烏
水
著
〉
太
陽
出
版

五
百
円

青
木
書
店

八
百
円

山
谷
放
浪
記
〈
小
島
鳥
水
箸
〉

山
島
民
詩
集
(
柳
田
国
男
〉
創
元
社
二
百
円

西
比
利
亜
日
記
(
榎
本
武
楊
箸
)
東
北
書
院

三
百
円

あ
る
老
母
徒
の
手
記
(
鳥
居
竜
蔵
著
〉
朝
日

新
聞
社
三

百
円

中
央
亜
細
亜
探
検
記
〈
ヘ
デ
イ
ン
著
)
富
山

房
百
円

ア
ル
プ
ス
登
山
筆
記
上
下
初
版
(
ウ
イ
ン
パl

箸
)
岩
波
文
庫
五
百

円

高
山
植
物
の
観
察
と
栽
繕
(
石
井
勇
蔵
著
)

誠
文
堂
二
百
円

高
山
植
物
と
山
草
の
構
養
(
石
田
文
三
郎、

原
秀
雄
著
)
三
省
堂
二
百
円

わ
が
山
わ
が
渓
(
冠
松
次
郎
著
)
墨
水
書
房

五
百
円

渓
想
(
冠
松
次
郎
著
〉
山
と
渓
谷
社
二
百
円

渓
谷
(
回
部
重
治
箸
)
三
省
堂
三
百
円

山
へ
の
思
慕
(
田
部
重
治
箸
〉
鳳
文
書
林百

円

岳
(
川
崎
隆
章
編
〉
山
と
渓
谷
社

二
百
円

山
日
記
(
高
須
茂
編
〉
山
雅
房
二
百
円

岩
登
り
(
伊
藤
洋
平
著
〉蘭
書
房

二
百
円

霧
氷
圏
(
袋
一
平
〉
岡
倉
書
房
百
円

冬
山
と
ス
キ
l

の
旅
〈
福
岡
源
一
郎
著
〉
一
一

見
霊
房
百
円

山
の
わ
か
れ
山
の
で
あ
い
(
田
中
澄
江
著
〉

講
談
社
二
百
円

山
の
素
顔
ハ
河
野
不
二
子
)
時
代
社
百
円

登
山
技
術
〈
高
須
茂
著
)
朋
文
堂
五

O
円

山
林
を
語
る
(
小
島
清
著
〉
青
木
書
店五

O
円

山
の
季
節
ハ
平
田
佐
太
雄
編
〉
昭
和
書
房一

五
O
円

旅
行
く
心
(
吉
田
絃
二
郎
著
)
新
潮
社

五
O
何

回
想
の
谷
川
岳
(
安
川
茂
雄
著
〉
現
代
社

五
O
円

奥
秩
父
の
山
々
(
小
野
幸
箸
)
朋
文
堂五

O
円

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
(
宇
野
光
一
編
)
朋
文
堂

百
円

山
(
辻
村
太
郎
著
)
岩
波
新
書
二
百
円

山
岳
映
画
撮
影
同
行
記
ハ
町
田
立
穏
著
〉
体

育
評
論
社
二
百

円
一

ロ
ー

カ
ル
の
旅
情
を
採
る
m柏
原
破
魔
子
v

一

実
業
之
日
本
社
五

O
円
一

縦
走
路
・

冬
山
の
捻
(
新
国
次
郎
)
五O
円

一

日
光
と
上
越
・

主
婦
と
生
活
社

f

五
O
円

一

わ
が
心
の
山
〈
日
本
山
岳
写
真
集
団
〉
角
川
一

書
店
四
百
円

一

峠
と
高
原
(
川
崎
隆
章
編
)
河
出
萱
一
房

一

w

五
O
円

一

登
山
実
用
百
科
(
小
島
六
郎
編
〉
日
本
文
芸一

社
五

O
円

一

山
岳
誘
座
一
巻
(
川
崎
、
近
藤
編
)
白
水
社
一

五
O
円

一

黄
河
源
流
か
ら
ロ
プ
湖
ヘ
ハ
プ
ル
ジ
ェ
ワ
ル一

ス
キ
I

著
〉
白
水
社
三
百
円

一

ユ
ー

ラ
シ
ア
横
断
紀
行
(
ア
ト
キ
シ
ソ
ン
)一

白
水
社
三
百
円

一

内
陸
ア
ジ
ア
縦
断
〈
ポ
ン
ヴ
ァ
ロ
著
〉
白
水

一

社
三
百
円

一

中
央
ア
ジ
ア
自
動
車
横
断
(
ル
・
フ
エ
1

プ

一

ル
著
)
白
水
社
三
百
円

一

ヨ

ー

デ
ル
入
門
(
様
山
武
弘
箸
〉
朋
文
堂

一

五
O
円

一

岩
登
り
の
う
ま
く
な
る
本
(
松
本
竜
雄
著
〉一

朋
文
堂
五

O
円



登
山
全
書
夏
山
(
日
本
山
岳
会
)
河
出
書
-
一
房一

五
O
円

一

山
行
政
曲
集
〈
早
川
義
郎
著
)
山
と
渓
谷
社

一

五
O
円

一

霧
の
山
(
安
川
茂
雄
著
)
朋
文
堂
五

O
円

一

南
ア
ル
プ
ス
ハ
百
瀬
・
高
室
箸
〉
朋
文
堂
一

五
O
円
デ

山
登
り
〈
日
本
山
岳
会編
〉
朝
日
新
聞

社
一

五
O
円

一

登
山
の
基
礎
と
技
術
〈
諏
訪
多
縞
)
創
元
社一

百
円
一

夏
山
入
門
(
碓
井
徳
蔵
著
〉
池
図
書
店

円

五
O
円
『

競
技
ス
キ
1

ハ
竹
節
作
太
編
〉
朋
文
堂

一

ニ
O
円

一

こ
の
さ
き
危
険
(
吉
沢
一
郎
著
)
二
見
書
房
一

五
O
円

一

?
ゾ
ュ
ゴ
ル
氷
河
の
山
旅
〈
山
本
健
一
郎
ら一

( 8 ) -746.ー
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編
)
あ
か
ね
書
房
五
百
円

世
界
文
化
全
集
ア
フ
リ
カ
・
平
凡
社
二
百
円

夏
の
山
冬
の
山
ハ
小
島
六
郎
著
〉
明
玄
書

一房

二
百
円

山
小
屋
の
窓
(
長
尾
宏
也
著
〉
明
玄
書
房

一
五
O
円

剣
岳
に
生
き
る
(
石
黒
清
蔵
遺
稿
〉
三
百
円

一
勝
木
九
三
レ
リ
ー
フ
五
百
円

日
本
山
岳
童
骨
全
集
・

日
本
ア
ル
プ
ス
の
登

山
と
探
検
三
百
円

尾
瀬
と
鬼
怒
沼
ほ
か
三
百
円

山
行
、
ス
ウ
イ
ス
日
記
ほ
か
三
百
円

山
、
山
と
雪
の
日
記
ほ
か
三
百
円

山
の
絵
本
ほ
か
三
百
円

山
に
入
る
日
ほ
か

三
百
円

千
山
万
岳
ほ
か
三
百
円

上
高
地
の
大
将
(
木
村
殖
〉
実
業
之
日
本
社

二
百
円

尾
瀬
で
な
め

こ
を
食
べ
る
会

文
化
の
日
も
近
い
十
一
月
一
目
、
会
員
=

浦
多
美
子
さ
ん
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
尾
瀬
第
一

長
蔵
小
屋
で
、
婦
人
懇
談
会
主
催
の
「
な
め

と
を
食
ベ
る
会
」
が
関
か
れ
た
。

尾
瀬
地
方
は
二
日
ほ
ど
前
に
降
雪
が
あ
っ

、
叶
r
o
O
F
己
仏
2
5
ω
の
m
w
円
円
-
o
ロ

君
。
己
的
根
ω
0
0

冨
2
2
ι
ζ
o
E
E
P
H
-
5
哨
N
D
D

回
ユ
E
-
2
2
2
5
ロ
巳
ロ
m
z
r
m
哨
ω
0
0

7
向
。
ロ
ロ
宮
ユ
ロ
o
-
h
吋
m
w
吋
訂
口
一
ア
ω
『
片
岡

V円
。
ロ

』
m
y
D
D
C

回
E
N
E
ω
ロ
〉
?
E
H
5
0
・
2
0
日
吉
岡

』
刑
罰
口
口

、
H
，
O
丹
『
0
吋
『
=
ι
M
v
o
z
u
u
u
、
F
Z
ロ
『
ロ
ヱ
『

』m
ア
印
D
C

〉
口
開
n
n
o
口
付
2
0
2
F
o
〉
-
ロ
ω
・
の
一
R
r

』
明
H

・8
0

針
葉
樹
日
号
八
百
円

そ
の
他
登
山
と
ス
キ
l
、
ア
ル
プ
、
岳
人
、

山
と
渓
谷
、
山
、
山
日
記
、
新
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
各
却
円
l
m
ω円

洋
量
目

叶
r
o
出
年
内
山
ぬ
ロ
円
、
ω
ロ
門
「
回
o
d
Z
円

哨
∞
0
0

ω
〈
虫
色
2
町
、
ω
〉
門
口
昨
日
。
〉
ι
〈
ぬ
三
口
円
。
ω

同
，
巳
ユ
o
u
、
.
哨
印
0
0

〉
E
R
O
円
い
の
の
O
B
自
主
丘
・
河
O
ロ
ロ
ω

』
明
白D
D

〉
ロ
H
ロ
ロ
o
n
o
口
同
O
口
開
〈
m
w
z
z
w
H
N
E
仏

』m
r
o
g

印
。
『
2
5
2
0
口
、
ω〈
o
u
z
m
p
の
庄
内
山
認
可

哨
H
D
C

M
U
R
m
m
ロ
P
出
o
o
r
哨
N
G
D

ロ
m
H
ω
の
『
ロ
0
2
0
r
c
r
E
C
Y
切
口
r
E
W
H
M

川
明
H
C
C

出
o
d
〈
件
。
ω
一
己
"
の
2
-
r
H
E
梢

N
C
C

〉
ロ
〉
c
m
R
ω
-
E
ロ
切
目
ι
ω
o
o
F
F
O
E
H
r

哨

u
o
c

、
H
，
H
O
2
5
切
江
区
5
・
出
0
]
『
円
o
o
r

哨
N
D
O

た
と
か
。
大
清
水
を
出
て
ま
も
な
く
道
は
雪
一

化
粧
と
変
わ
り
、
三
平
峠
付
近
で
は
凍
結
し
一

日

た
雪
に
靴
音
が
カ
チ
カ
チ
と
ひ
び
く
@
一

一
図
書
室
便
り
一
昭
必
-
m

紅
葉
を
過
ぎ
た
尾
瀬
と
い
う
と
。
そ
れ
こ
一

E

B

-
-
E

B

1
1
1

1
1

1

そ
な
め
こ
で
も
食
ベ
る
以
外
に
妙
味
が
な
さ
一
図
書
受

入
報
告

そ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
ひ
か
げ
の
道
は
一
実
業
之
日
本
社
寄
贈

と
き
と
し
て
来
た
る
べ
き
冬
山
へ
の
前
秦
由
一
ω
岡
部
牧
夫
著
『
木
曾
路
と
伊
那
』

一(
プ
ル

を
か
な
で
、
ま
ば
ら
な
人
影
が
か
も
し
だ
す
一l
ガ
イ
ド
ブ
ッ
グ
ス

m
u
昭
和
必

空
間
の
広
さ
は
こ
こ
ち
ょ
い
。
一
今
井
雄
二
氏
寄
贈

澄
み
き
っ
た
空
に
新
雪
が
映
え
る
燐
岳
の
一ω今
井
雄
二
・

今
井
喜
美
子
著
『
続
・
心
に

下
に
ひ
ろ
が
る
沼
も
深
か
み
を
お
び
た
水
を
一山
あ
り
て
』
昭
和
必
同
信
社

た
た
え
、
四
季
お
り
お
り
に
あ
る
と
い
う
尾
一
定
期
刊
行
物
受
入
報
告

瀬
の
魅
力
が
こ
ん
な
季
節
の
変
わ
り
目
に
も
一
〔
部
報
・
会
報
〕

存
在
し
て
い
た
の
か
と
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。
一
ω
山
村
民
俗
の
会
『
あ
し
な
か
』
Z
。
・
5
ω

集
合
地
の
尾
瀬
が
原
下
回
代
十
字
路
の
第
一
(
8
1
8
〉

二
長
蔵
小
屋
は
、
小
屋
と
い
っ
て
も
浴
室
や
一ω
福
島
県
山
岳
連
盟
『
福
島
山
岳
』
Z
0
・
ω

乾
燥
室
ま
で
備
え
た
立
派
な
宿
泊
施
設
で
あ
一ω
兵
庫
県
山
岳
連
盟
『
兵
庫
山
岳
』
Z
o含

る
。
原
の
方
か
ら
あ
る
い
は
沼
の
方
か
ら
と
一
(
8
1
5
)

集
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
福
島
支
部
や
学
生
部
一ω
国
立
公
園
協
会
『
国
立
公
園
』
Z
o
N
S
~

の
方
達
も
ま
じ
え
た
女
性
九
名
男
性
三
名
。
一
日
目
。
〈
色
∞
\
由
)

山
が
タ
や
み
に
つ
つ
ま
れ
た
頃
、
ス
ト
l

一
ω
京
都
山
岳
会
『
京
都
山
岳
』
Z
0
・
E
印

ブ
の
燃
え
る
食
堂
で
に
ぎ
や
か
に
夕
食
が
始
一
(
怠
l
g
)

ま
っ
た
。
小
屋
で
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
熱
一
附
『
日
本
山
岳
会
関
西
支
部
報
』
Z
0
・
N
H

い
な
め
こ
汁
や
小
粒
の
な
めζ
を
使
っ
た
お
一
(
怠
l
S

ろ
し
あ
え
に
、
一
同
目
的
を
果
た
し
た
満
足
一
例
『
日
本
職
業
ス
キ
1

教
師
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
』

感
を
味
わ
い
、
ひ
と
し
き
り
な
め
と
談
義
に
一
Z
O
品
(
品
目
1
3

花
が
咲
く
。
食
後
幹
事
役
の
須
田
紀
子
さ
ん
一
倒
奥
多
摩
山
岳
会
『
O
M
C
レ
ポ
ー
ト
』

渡
部
節
子
さ
ん
の
運
び
上
げ
て
下
さ
っ
た
茶
一
Z
0
・
N
印
印
(
色
申
〉

莱
に
ア
タ
ッ
グ
。
ゆ
く
秋
を
し
の
ん
で
よ
く
一ω
亙
星
野
歩
路
会
『
山
嶺
』
Z
o
怠
出
(
8
l
H
O
)

食
ベ
よ
く
語
り
、
楽
し
い
夜
を
過
し
た
。
一
帥
東
京
辿
路
山
岳
会
『
た
ど
ろ
』
5
8
h
判
中

翌
朝
再
び
迎
え
た
晴
天
の
下
、
三
浦
さ
ん
一ω
『
都
岳
連
通
信
』
品
目
雨
明
田
町
ω
山
中
(
品
目
H
C
)

と
御
一
緒
に
記
念
撮
影
の
後
解
散
。
小
屋
じ
一
間
『
登
歩
渓
流
会
会
報
』
J
c

ミ
∞
(
品
目
1
3

ま
い
の
鎚
立
国
の
ひ
び
く
十
字
路
を
後
に
帰
途
一
間
日
本
山
岳
協
会
『
登
山
月
報
』
Z
0
・
5

に
つ
い
た
。
公
庫
川
宋
)
一

(
A片
山
t
H
O
)

マ
参
加
者
、
斎
藤
敏
男
、
小
原
晴
子
、
小
一
凶
日
本
登
山
協
会
『
山
と
雪
』
Z
0
・
ド
印
。

倉
蓋
子
、
三
浦
多
美
子
、
須
田
紀
子
、
渡
部
一
(
怠
1
5
)

節
子
、
岸
栄
一
〔
雑
誌
〕

(
福
島
支
部
)
阿
部
正
敏
一

ω
『
ア
ル
プ
』
Z
O
H
S
(
怠
l
H
C
)

ハ
学
生
部
〉
阿
部
邦
子
、
館
典
子
一

ω

『
岳
人
』
Z
0
・
N
∞
H
(
品
目
戸
)

(
会
員
友
人
〉
一
勝
代
千
代
、
白
井
厚
子
、
矢
一

ω
『
現
代
の
探
検
』
Z
0
・
N
2
印
i
H
C
)

吹
安
広

ω

『
回
目
同
開
M
N
』
Z
0
・
5
H
(
S
l
ロ
〉

ω
『
山
と
渓
谷
』
Z
0
・
ω
∞
由
(
怠
i
H
H
)

ﾗ
 

山
間
『
毎
日
グ
ラ
フ
8
/
初
号
』
(
ア
イ
ガ
ー

に
立
つ
ω
歳
の
根
性
)

的
『
毎
日
グ
ラ
フ

9
/
幻
号
』
(
五
大
陸

の
頂
上
に
立
つ
)

ω

『
毎
日
グ
ラ
フ
日
/
お
号
』
(
魅
力
の

周
辺
|
樋
村
直
己
さ
ん
l
)

(
6
1
8
広
羽
清
氏
寄
贈
)

〔
報告
書
他
〕

ω
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
『
マ
カ
ルl
l
m
w

東
南
稜
初
登
挙
の
記
録
』

ω
岐
阜
県
山
岳
連
盟
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
報
告

室
田
明
』

ω
東
京
電
機
大
学
二
部
山
岳
部
『
台
湾
親
善

登
山
報
告
明
』

ω
千
葉
大
学
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
『
束
、
不
パ

l

ル
学
術
調
査
登
山
隊
計
画
室
一
回
引
』

同
岐
阜
県
山
岳
連
盟
『
冨
?
F
o
m
g
遠
征

報
告
書
明
』

旬
。
回
目
E
Z
h
p
円
Z
4
0
品
目ロ

。
。
件
。
F
Z

コ
E

H
-
E
〉
Z
E
U
目
5
・
J
5
8
1
由
・

同
-
t
U
E
〉
E
E
M
u
-
-
z
o
∞

1

u
w
〉
ロ
同
5
7

ω
o
u
Z
E
『
2
H
U
さ
・

ω
・
=
ロ
芯
〉
5
0
ロ
J
U
「
乱
口
問
m
w
H
M
m
怠

.

ρ
ロ
E

・

z
-
u
・

A
H・
=
ロ
2
出
。
吋
悶
2
0
片
岡
O
H
円
.
J
U
T
W
}
民
間
m
w
口
問

ミ
祖
国
o
r
由
印
ω
ロ
耳
目
『
2
5
8
・

印
-
=
叫
，
F
O
の
凶
口
件
。
ュ
u
C
吋
一
可
守
向
。
ロ
ロ
同
m
w
H
ロ
l

2

同
こ
.
〈o
-
・
ロ
.
z
o
・
g
-
s
g
i

自
由
・

出
・
2
F
M
W
F
向
。
ロ
g

間
口
0
0
同
釦
5
5
Z
E
o
-
-


〉
5
2
8
・
Z
0
・
寸
∞
・
?
5
5
8
・

斗
・
=
0
2
2
2
H
n
E
2
r
o
ロ
〉
5
2
2
2
t

o
F
R
.
-
E
r
吋
間
釦
M
M

凹

N
P
出
向
同
同
叶
\
∞

T
-と
k
g
岡
戸
ω
け

H
U斗
0
・

∞
=
百
三
ω
冨
目
。
ロ
E
z
-
-
w
〉
ロ
ロ
0
2
.

Z
0
・
斗
-
F
ロ
E
F
O
S
4
0
・

U
-
=
c

-H
・
〉
・
〉
・
切
己
-
E
E
u
-
-
Z
0
・
企



〉
。
E
5
8

十
月
二
十
四
日
に
開
催
し
ま
し
た
第
三
回

図
書
交
換
即
売
会
に
際
し
ま
し
て
、
左
記
の

図
書
を
購
入
、
ま
た
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

寄
贈
図
書
(
)
内
寄
贈
者
名

ー

、
中
井
猛
之
進
等
著
『
上
高
地
天
然
記
念-747 ー ( 9 ) 
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物
調
査
報
告
』
刀
江
書
院
昭
和
3

2
、
H
O
E
d
5
5
r
z

コ
Z
C
5
2

。
両
国
E
g
-
E
-
o
g
H
H
r
o
〉
-3

』
N

〈
O
H
ω
H
V
H
H
旬
以
?
『
可
い
「
o
r
ロ
ω

同
o
n
r
仏
防
円
。

口
出
血
(
以
上
中
屋
健
一
氏
)

3

、
『
日
本
山
岳
名
著
全
集
』
あ
か
ね
書
房

昭
和
釘
!
犯

2
、
日
本
ア
ル
プ
ス
と
秩
父
巡
礼
他

6

、
伊
那
谷
・
木
曾
谷
他

9

、
山
な
み
は
る
か
に
他

印
、
泉
を
聴
く
他

ロ
、
山
の
犠
牲
他

4
、
星
野
紀
夫
著
『
シ
ル
グ
ロ
l

ド
五
万
キ

ロ
』
芙
蓉
書
房
昭
和
必

5
、
瓜
生
卓
造
著
『
単
独
登
挙
』
二
見
書
房

昭
和
必

6

、
岡
田
喜
秋
著
『
青
春
の
山
想
』
二
見
書

房
昭
和
H
H
(
以
上
深
田
久
弥
氏
〉

7

、
『
日
本
山
岳
名
著
全
集
4
山
行
他
』

あ
か
ね
書
房
昭
和
必
(
山
崎
安
治
氏
〉

8

、
山
と
渓
谷
社
『
山
と
渓
谷
総
索
引
出
t

仰
号
』
昭
和
M
M
(
藤
島
敏
男
氏
〉

9

、
.
フ
ロ
ヴ
ィ
エ
・

シ
ャ
ベ
ル
著
近
藤
等

訳
『
山
へ
の
初
恋
』
新
潮
社
昭
和
幻

m
、
ジ
ョ
ソ

・

イ
ェ
l

ヴ
ァ
I

著
福
田
実

訳
『
白
い
砂
漠
』
朝
日
新
聞
社
昭
和
白

日
、
新
田
次
郎
著
『
ア
ル
プ
ス
の
谷
ア
ル

プ
ス
の
村
』
新
潮
社
昭
和
ぬ

(
以
上
島
田
巽
氏
)

m
M
、
同
日
、
。
E
C
ロ
2
0
2
X
可
明
E
E
m
w
ω
ロ
ι

司
】
0
2
w
M
N
2
2
0
F
ω
o
n
F
E
u
?
『
司
m
d
ロ
m

h
W
5
0
2
一
O
同

Z
o
ロ
主
国
H
E
m
-
ω
u
z

F
m
w
ロ
ハ
H
h
w
の
円
。
官
。
内
Z
o
ロ
m
w

]
出
H
E
!

"
-
m
w
山
、
防
』
H
由
印
N
l
H

回
目ω
・

日
、
薬
師
義
美
編
『
ω
o
F
2
E
E
r
x
g

同
「σ

。
。
。
四
日
切}M
M
口
巳
』
O
C
H
ロ
と
く
o
-


H
H
N
印
』
H
旧
日0
・

M
、
諏
訪
多
一
以
来
蔵
・

薬
師
義
美
編
『
の
g
t

Z
ロ
H
m
h
w
F
F
M
g
F
何
回
』
自
己
防
司
自

』
0
5
5
-
〈
o
-
-H
M
M
口
』
H
U
m
c

(
以
上
田
辺
主
計
氏
)

目
、
『
台
湾
山
岳
』
Z
0
・
r
ω・
ι

w
u、
『
山
と
渓
谷
』
位
、
問
、
節
、
“

、

問
山、

購
入
図
書

l
、

F
・
s

・

ス
マ
イ
ス
箸
伊
藤
洋
平
訳
『
キ

ャ
ン
プ
・

シ
ッ
グ
ス
』
朋
文
堂
昭
和

M

2
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
デ
セ
ル
ヴ
タ
著
近
一
勝
佐
一
寸
訳

『
未
知
の
女
神
』
白
水
社
昭
和
斜

3
、
ロ
パ
l

ト

・

フ
ォ
ー
ド
著
近
一
脈
等
訳

『
赤
い
チ
ベ
ッ
ト
』
新
潮
社
昭
和
泊

4
、
荒
川
秀
俊
『
日
本
気
象
学
史
』
河
出
書

一
房
昭
和
問

5
、
山

川
黙
著
『
原
色
高
山
権
物
』
三
省
堂

昭
和
3

6

、
冠
松
次
郎
『
廊
下
と
窓
』
三
省
堂
昭

門
川H
F
h
u

'
z平
1

7

、
小
林
隆
康
『
岩
壁
登
高
』
博
山
-
房
昭

円
M

司t

d京
川11
よ

8

、
テ
ン
ジ
ン
述
、
ア
ル
マ
ン
記
井
上
勇

訳
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
男
テ
ン
ジ
ン
の
生
き
て

き
た
道
』
紀
伊
国
屋
書
店
昭
和
ω

9

、
日
本
山
岳
会
関
西
支
部
編
『
山
岳
研
究

講
座
I

』
朋
文
堂
昭
和
団

日
、
m
・o
・
。
o
z
o
E
『
『
〉
り
い
の
ご
。
ロ
m
w
門
司

。
時
7
向
。
ロ
ロ
-
R
W
H
ロ
0
0
円
ド
ロ
悶
』
切
}
N
w
n
r
H
m

H
U
印口1
.

口
、
〉
目
。
-
E
凶
・
何
円
宅
日
仏
ω
『
〉
宮
正
i

Z
E
E
O
H
M
N岱
E
Z
0
5
吾
ぬ
り
o
-
0
1

自
x
g
』
。
。
。
片
岡
O
M
N
0
5
Z
ι
問
。
H
∞
∞
由

図
書
委
員
会
報
告

十
月
二
十
一
日
午
後
七
時
図
書
室

山
崎
、
荻
野
、
大
橋
、
武
田
、
野
上
、
伊

藤
、
渡
辺
、
岩
淵
、
丸
山
、
村
石
、
川
上
、

松
村
。

図
書
交
換
即
売
会
の
値
踏
み
を
行
な
っ
た
。

〔P
・
S

・

η
)

各
地
に
雪
と
紅
葉
の
便
り
が
聞
え
ま
す
。

今
年
も
年
が
迫
っ
て
き
て
、
毎
年
の
こ
と
な

が
ら
『
今
年
の
暮
は
無
事
に
越
せ
る
か
し
ら

ん
』
と
齢
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
と
と
を
ぶ
つ

ぶ
つ
つ
ぶ
や
い
て
お
り
ま
す
。
(
東
)

、

。
ョ
、

n
L

氏
υ
n

，

路
、
『
山
』
(
梓
主
旦
口
開
)

H
l
∞-
u・
N
i
NI

H
N
・

(
以
上
神
谷
恭
氏
〉

問
、
『
山
』
朋
文
堂
N
O
D
i呂田
-
N
D
∞
i
M
H
O


(
村
井
米
子
氏
〉

(
4
日
午
後
6

時
半
本
会
ル
1

ム
)

マ
出
席
者
三
国
会
長
、
吉
沢
副
会
長
、
藤

井
、
中
屋
、
大
森
、
丹
部
、
山
崎
、
松
永、

宮
下
、
神
原
、
野
上
各
理
事
、
金
坂
、
渡
辺

公
評
議
員
、
今
井
監
事

マ
議
事

・

会
費
納
入
の
件
(
山
崎
)

従
来
会
報
は
三
年
間
会
費
未
納
者
に
も
送

付
し
て
い
た
が
、
新
入
会
員
が
増
加
し
、
そ

れ
に
と
も
な
い
会
報
の
発
送
部
数
も
増
加
し

た
た
め
、
発
送
事
務
、
お
よ
び
郵
送
料
な
ど

の
関
係
で
、
会
報
三
O
六
号
か
ら
三
年
間
会

費
未
納
者
に
は
発
送
を
停
止
す
る
こ
と
に
し

た
。
こ
の
件
承
認
。

・
新
入
会
員
申
込
み
者
に
対
す
る
紹
介
者
に

関
す
る
件
(
詰
問
弁
)

新
入
会
員
申
込
紹
介
者
と
し
て
本
会
役
員

評
議
員
、
支
部
長
が
一
名
当
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
規
定
を
ム
寸
後
厳
守
す
る
よ

う
つ
と
め
る
。

-

支
部
長
会
議
の
件
〈
熊
井
)

十
二
月
十
二
日
午
後
零
時
半
か
ら
本
会
ル

ー
ム
で
開
催
す
る
。

-

年
次
晩
餐
会
の
件
(
山
崎
)

当
日
婦
人
懇
談
会
に
受
付
け
、
即
売
場
の

手
つ
だ
い
を
し
て
も
ら
う
。
ま
た
高
頭
仁
兵

衛
氏
の
孫
寿
久
氏
よ
り
日
本
山
級
志
百
部
を

寄
贈
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
同
氏
を
招
待
し

て
貰
い
た
い
む
ね
越
後
支
部
長
よ
り
要
望
あ

り
、

ζ

の
件
了
承
す
る
。

-
文
書
規
定
の
件
・
(
際
井
)

原
案
を
コ
ピ
ー

し
各
理
事
に
い
ま
一
度
検

討
し
て
も
ら
い

、

次
回
理
事
会
で
決
定
す
る

0

・
賛
助
会
員
の
件
(
藤
井
)

定
款
の
規
定
に
従
い
、
こ
れ
を
活
用
す
る

た
め

、

具
体
案
を
再
検
討
し
た
い
。

-

エ
ベ
レ
ス
ト
国
際
隊
の
件
ハ
藤
井
)

十
一
月
理
事
評
議
員
会

会
務
報
告

十
月
の
理
事
会
で
小
西
、
値
村
の
二
氏
を

内
定
し
た
が
、
毎
日
新
聞
社
で
は
デ
イ
レ
γ

フ
ァ
l

ス
隊
長
と
近
く
契
約
を
と
り
か
わ
す

こ
と
に
な
っ
た
。
小
西
、
植
村
の
二
名
は
十

一
月
二
十
七
日
ト
レー

ニ
ン
グ
の
た
め
欧
州

ア
ル
プ
ス
へ
出
発
す
る
。

・
自
然
保
護
委
員
の
件
(
中
屋
)

吉
阪
隆
正
氏
が
今
回
厚
生
省
の
自
然
保
護

委
員
と
な
っ
た
の
で

、

会
の
自
然
保
護
委
員

に
な
っ
て
も
ら
う
。

・

ガ
ル
ワ
ル
地
図
の
件
(
吉
沢
)

ス
イ
ス
財
団
で
十
五
万
分
ノ
一
の
ガ
ル
ワ

ル
の
地
図
を
作
っ
た
が
、
イ
ン
ド
で
発
売
禁

止
と
な
っ
た
。
丸
善
で
こ
れ
そ
知
ら
ず
百
部

注
文
到
着
し
た
の
で
、
J

A
C
で
会
員
に
五

分
引
で
発
売
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
定
価
は

二
千
九
百
円
で
あ
る
。
こ
の
件
承
認
。

-

K
2
模
型
通
関
の
件
(
神
原
〉

イ
タ
リ
ア
館
か
ら
会
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
K
2
の
模
型
は
通
関
が
す
ん

で
い
な
い
の
で
、
通
関
料
一
万
円
を
会
で
負

担
し
た
い
。
こ
の
件
承
認
。

・
井
上
所
長
慰
労
金
の
件
(
山
崎
)

文
部
省
登
山
研
修
所
の
井
上
所
長
が
東
海
大

体
育
学
部
主
任
教
授
に
栄
転
さ
れ
後
任
は
西

野
間
幸
雄
氏
に
変
わ
っ
た
。
井
上
前
所
長
の

慰
労
金
を
日
山
協
と
山
岳
会
が
各
一
万
門
出

し
た
い
と
研
修
所
運
営
委
員
会
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
。
こ
の
件
承
認
。、
な
お
慰
労
会
は
十

一
月
十
四
日
虎
ノ
門
晩
翠
軒
で
開
く
。

-
全
日
本
学
生
山
岳
連
盟
の
件
(
宮
下
)

十
一
月
二
十
九
日
の
日
山
協
理
事
会
に
提

案
す
る
。

マ
報
告

・
図
書
交
換
即
売
会
の
件
(
野
上
)

十
月
二
十
四
日
ル
1

ム
で
開
き
盛
会
で
あ

っ
た
。
売
り
上
げ
は
十
万
三
千
百
七
十
円
あ

り
、
こ
の
五
分
を
図
書
基
金
と
し
て
会
へ
寄

婚
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
ネ
グ
タ
イ
ピ
ン
、

依
託
図
書
な
ど
六
万
六
千
円
売
れ
た
。

・

p
m
m
の
遭
難
に
つ
い
て
(
丹
部
)

登
頂
後
の
遭
難
に
つ
い
て
会
と
し
て
弔
電

を
打
っ
た
。

医
療
関
係
報
告
〈
大
森
〉

十
月
十
二
日
日
本
体
力
医
学
会
に
エ
ベ
レ

ス
ト
の
医
療
の
報
告
を
行
な
っ
た
。

-

婦
人
懇
談
会
・

集
会
報
告
(
山
崎
〉

十
一
月
一
日
を
中
心
と
し
た
連
休
に
婦
人

懇
談
会
で
は
尾
瀬
で
ナ
メ
コ
を
喰
ベ
る
会
を

開
い
た
。
福
島
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
女

性
十
名
、
男
性
三
名
で
楽
し
い
集
り
で
あ
っ

た
。集

会
委
員
会
は
十
月
二
十
八
日
第
二
六
五

回
小
集
会
を
開
き
、
女
子
登
山
隊
の
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
三
峰
と
関
西
登
高
会
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ

六
峰
の
報
告
が
あ
っ
た
。

( 10 ) - 748 ー
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正
誤

会
報
三
O
四
号
に
掲
載
の
昭
和
必
年
度
除
籍

者
多
品
問
中
佐
々
木
健
二
氏
か
ら
会
費
の
納
入

が
あ
っ
た
の
で
同
名
簿
か
ら
削
除
し
ま
す
。

ル
ー
ム
日
誌
(
日
目
年
m
月
)

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
十
日
発
行

亙
尽
都
千
代
田
区
神
田
錦
町

一
一
一
|
一
一
一
ニ
向
井
ピ
ル

発
行
所
制
店日
本
山
岳
会

編
集
代
表

山

崎
安
治

(
加
)七
四
四
一

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
三
番
六
号

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂

2

日
(
金
)
北
大
山
岳
部
山
の
会

6

日
ハ
火
)
エ
ベ
レ
ス
ト
装
備
関
係
集
会
山

荘
対
策
警
貝
会

7

日
(
水
)
理
事
費
議
員
会

日
日
(
火
)
独
協
大
学山
岳
部
集
会

M
日
(
水
)
冠
松
次
郎
氏
追
悼
会

四
日
(
月
)
指
導
研
究
委
員
会

幻
日
(
水
〉
図
書
著
貝
会

川
品
目
(
土
〉
図
室
甲
交
換
会

常
務
理
事
会

初
日
〈
水
)
第
二
六
五
回
小
集
会
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
E
峰
登
頂
報
告
会
女

子
登
挙
グ
ラ
ブ

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
明
日
峰
登
頂
報
告
会

関
西
登
高
会

m
u日
ハ
木
〉
自
然
保
護
委
員
会

汎
日
(
土
)
学
生
部
指
導
委
員
会

十
月
中
来
室
者
三
五
二
名

忘
年
会
の
お
知
ら
せ
十
二
月
二
十
三

日
(
水
)
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
本
会
ル
ー

ム
で
例
年
の
よ
う
に
忘
年
会
を
行
な
い
ま

す
。
会
資
四
百
円
(
軽
食
付
〉
交
換
.
プ
レ
ゼ

ン
ト
百
円
程
度
の
も
の
に
必
ず
手
紙
(
無
記

名
〉
を
つ
け
て
お
持
ち
下
さ
い
。
御
出
席
下

さ
る
方
は
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
十

一
一
月
十
九
日
(
土
〉
ま
で
ルl
ム
に
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

(
集
会
委
員
会・
婦
人
懇
談
会
主
催
)

あ
と
が
き
本
会
前
書
記
、
終
身
会
員
永

原
輝
雄
氏
が
十
二
月
一
日
逝
去
さ
れ
た
。
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
今
年
も
あ
と

僅
か
、
来
年
も
よ
ろ
し
く
。
(

山
崎
)

ヲ女た会報製本御引受け 3穴た
製2本k代 (α25引1 号-300 号)金 7刊00 円也
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阪店.都島区相生町 7，電話 (352) 3491 (代表)

名古屋店・昭和区雪見町 1-15，電話 (731) 7331 (代表)
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| 著渓堂二山の本
東京都千代田区神田駿河台2の J .Tel(291 )9442振替東京24723

山に忘れたパイプ

藤島敏男著 〈菊判584頁〉定価2 ， 500円

雪山半世紀をはるカ、に越える著者のよき時代の静かだっ

た山旅から現在までの山登りの紀行を中心に収録。一一一一

新刊日本の山旅

足立源一郎スケッチ帖 <A変型208頁〉定価3 ， 600円

日本列島の北から南までのさまざまな風景が著者の淡彩

の筆によって、いきいきと描き出されているスケッチ集

新刊

本容の内容は、随想、 紀行、追想、訳章、 書評、 山のた

より、登山諮、の七つからなっている。その一つ一つを

ここに説明する余絡はないが、大正期からつい最近まで、

主として日本山岳会の刊行物に発表されたものが大部分

を占め・…・・著者は rt，ごいたい私は我催者だから、依頼だ

の注文に応じて文を綴るのは、平にご勘弁をJ と言って

いるように、 本書の大部分を占砂る文章は、主さきたいこ

と を気のむいたn寺に空Fいたもので、それだけに、どの一

つをとり上げても、この著者ならではのJ惑を強〈受ける

も のである。

私には後にも先にもたった一つの自分の山の本がある。

r霧氷圏J 、 1941年版。先生の装臓がこの本を飾った。内容

はつまらな〈ても、おかげでそれは生涯の記念碑となっ

'た。これも図々し 〈、お人柄に甘えて、ただで描いてい

たTごいたのである。 絵に添えた先生の文章にも定評があ

る。カまず、てらわず、 淡々と して J しかも山の心に通

じ、山の心をみご とに語っている。半世紀にわたる先生

の山旅の収穫の一部が、いまこの本にまとめられた。こ

れこそ、ほんとラに山にうちこんだ.ほんとうの山の画

伯のすばらしい贈りものではないだろうか。

袋一平・山のアノレパムより一一 望月達夫 ・ 藤島さんの本より一一一

山&ヌキー勾嘉門店-買い易い

山の J吉
登山・スキー用具専門店

4圃時-北ヘ来たら

山の J吉店富
山

東京都文京区栂島 3 丁目 38- 9 

片桐盛之助
世間東京{悶1) 17剖・ GGflO待

-フレッシIユな

山の J吉

の

大阪市北区梅ケ枝町101
TEL. 06 (362) 5736 
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四笹店東京都新宿区三常町三番地

TE L (351) 7432 ・ 1912

八重洲口店 東京都中央区八重洲二円五

TE L (271) 1560 ・ 8575

新宿店新宿ステーションピル四階
サービスショッ プ

T E L (352) 6 5 6 4 

日本信販加盟店
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東京都中央区日本橋通 2-1
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